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１．はじめに 

現在、地域の人々の学びと交流の中心として

様々なサービスを行い、まちづくりの一環となっ

ている図書館が増えている。図書館は生涯学習施

設の中でも利用率が高く、子どもから大人まで誰

でも利用できることや、幅広い分野の資料を扱い、

読書好きな人だけでなく、調べものをする人が必

要な情報を得られる場所であることなど、その特

長や機能は、まさに「地域の交流拠点」「地域の情

報拠点」として、うってつけの場所ではないかと

考える。 

私たちが運営する徳島県美馬市立図書館では、

2009年の運営開始以来、“地域に根差した図書館”

を目標に掲げ、「地域の歴史・文化の継承」と「郷

土の魅力の発信」を重点テーマに、地域と連携し

た様々な事業を行ってきた。今回は、そのうち「阿

波藍」に関する取り組みについて紹介する。 

 

２．重要伝統的建造物群保存地区にある図書館と

して 

徳島県美馬市は、2005年 3月 1日に旧美馬郡内

の 3町 1村が合併してできた、徳島県西部に位置

する豊かな自然と数多くの文化財が残る歴史・文

化に恵まれたまちである。市のほぼ中央を東西に

「四国三郎」の別名を持つ一級河川・吉野川が流

れ、その北岸に位置する脇町地区は、吉野川の水

運（舟運）に加え、吉野川北岸の主要街道である

撫養
む や

街道（鳴門～池田）と阿波と讃岐を結ぶ讃岐

街道が交差する交通の要衝であったことから、江

戸時代には城下町が整備され、藍の集散地として

栄えた。今も当時の商人たちの栄華を伝える「う

だつ」（本瓦葺きで漆喰塗りの防火壁）が上がった

立派な家並みが約 400メートルにわたって残って

おり、通称「うだつの町並み」と呼ばれるこの地

域は、1988年に国指定重要伝統的建造物群保存地

区に選定された。 

私たちの図書館運営のスタートは、この「うだ

つの町並み」にある。現在は移転し館名も「美馬

市立図書館」に変わったが、その前身は 1986年に

開館した「脇町図書館」である（写真 1）。脇町図

書館は「うだつの町並み」に面し、旧農業倉庫を

改修・増築した白壁瓦葺の重厚な建物は、周囲の

景観と見事に調和した趣のあるものである。2009

年 4月の運営開始（指定管理者制度による受託開

始）にあたり、図書館づくりの柱として考えたの 

郷土の魅力を図書館から発信 ～阿波藍～ 

Disseminate the charm of the local area from the library ～Awa Ai～ 

梶浦 真子＊ 

写真 1 旧脇町図書館（図書館撮影） 
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は「歴史ある町並みに在る図書館」という他の図

書館にはない特色であり、「郷土」というキーワー

ドであった。  

 

３．「藍」とのつながりを知る 

私たちの図書館運営は“知る”ことから始まっ

た。運営開始の 3年間は、「土地」(地域の特性や

その歴史)・「人」（利用者と読書傾向・図書館に関

わる人）・「資料」（図書館とその蔵書構成）につい

て知識や理解を深め、図書館運営の基盤を築く期

間になった。特に、「うだつの町並み」は観光地で

もあることから、観光客の来館も多く、「うだつの

町並み」に関する知識は当館スタッフにとって必

須となり、地元ボランティア観光ガイドの方に研

修を依頼し郷土について定期的に学んだ。 

「うだつの町並み」が藍の集散地として栄えた

ことは、スタッフ全員が当たり前に知っているこ

とだったが、初めて研修を受けた新人スタッフの

閃きから新しい事業が生まれた。 

「藍に関係があるなら、図書館で藍を育ててみ

ませんか？」 

藍に興味を持った新人スタッフがインターネッ

トで兵庫県の大学研究室がタデ藍の種子の配布し

ていることを見つけ、早速に種子を取り寄せた。

もちろん、藍の育て方は図書館の本に載っている

（写真 2）。 

 

４．「藍」を体験する 

１）藍の栽培 

2013年、取り寄せた種子をまき、私たちは「藍

の栽培」を始めた。1年目は残念ながら 1株しか 

 

育たなかったが、2 年目にはその苗からとれた種

が順調に育ち、多くの苗ができた。苗は中庭の植

木鉢のほか、利用者のご厚意によりお借りした近

所の畑にも移植した。生長記録を図書館の

Facebookペーｼﾞ１）で報告したところ、大きな反響

があったほか、中庭で青々と茂った藍の葉や可憐

に咲いた藍の花をきっかけに、来館者や観光客と

町の歴史や「うだつの町並み」について話をする

機会も増え、私たちは育てた藍を活用して、地域

の歴史や藍の魅力をもっと多くの人に知ってもら

いたいと考えるようになった。 

 

２）「美馬市地域おこし協力隊」との連携とイベン

トの開催 

そんな折、頼もしい協力者との出会いがあった。

美馬市地域おこし協力隊である。「地域おこし協力

隊」とは、地域おこしや地域の暮らしに興味のあ

る地域外の人材を積極的に受け入れ、地域協力活

動を行ってもらうことにより地域力の維持・強化

を図ることを目的とした組織だ。美馬市には、2014

年 1月から脇町地区に初めて藍担当の隊員が委嘱

された。私たちは、隊員から藍の育て方や効用、

藍染めについて詳しく教えていただくとともに、

連携したイベントを計画した。そして、2014年 3

月「ふるさと再発見！」をテーマにした念願の図

書館イベント「としょかんまつり」を初開催し、

そのワークショップの一つとして、本格的な藍染

め体験イベント「本藍で染めよう！オリジナルエ

コバッグ」を、地域の藍染め愛好家グループの協

力も得て実施した。 

その頃は気軽に藍染めを体験できる施設が近 

隣になかったため、募集開始からすぐに定員は埋

まった。イベント参加者のほとんどが藍染めは初

めての体験だったようで、隊員や地域の方々の指

導を受けながら子どもも大人も一緒になって、生

き生きとした表情で藍染めを楽しむ光景は今でも

忘れられない（写真 3）。 

そして、同じ年の 7月には、図書館で育てた藍

の葉を使った染色体験イベント「藍の葉たたき染

め」を実施し、事前研修を受けた図書館スタッフ

2名が、隊員と共に「たたき染め」と「生葉染め」

の 2 種類の染色方法の指導にあたった（写真 4）。

この時には、図書館での藍の栽培の様子を「藍の

生長記録」としてパネルで紹介したほか、脇町の 

写真 2 藍の栽培（図書館撮影） 
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藍の歴史についても説明を行った。自分たちが育

てた藍を使った初めてのイベントであり、イベン

トを通じて多くの参加者に郷土の魅力や歴史に関

心を持ってもらえたことは、大きなやりがいとな

り、私たちは「藍」の事業を継続していくことを

決めた。その後も、2015年 3月の「としょかんま

つり 2015」では、再び藍染め体験イベント「藍染

め体験～ハンカチを染めよう」を開催したほか、

「藍染缶バッジストラップ作り」のワークショッ

プや図書館で育てた藍を活用した「藍の葉しおり

＆藍の種」プレゼントを実施した（写真 5）。 

また、2016年 1月、美馬市地域おこし協力隊 

が常駐する藍染め体験施設「美馬市観光交流セン

ター 藍染工房」がうだつの町並みにオープンした

際には、気軽に「藍」に触れることができる新施

設の完成を市民にアピールするため、施設見学を

内容に盛り込んだ「藍染め体験～ミニファブリッ

クパネルをつくろう！＆観光交流センター見学」 

 

を開催した。 

 

３）“藍建て”に挑戦 

「藍」に関する取り組みを行う中、2015年2月、

私たちは新たな挑戦をした。藍染めイベントで使

用する染料を自分たちで作ることにしたのだ。藍

の染液をつくることを“藍を建てる”といい、化

学薬品を一切使わず、原料である蒅（すくも：一

度完成させた藍の葉を、水をかけながら 3カ月か

けて発酵させて、つきかためて乾燥させたもの）

と灰汁のほかに日本酒、ふすま（小麦の外皮）、石

灰を使用して藍を建てる方法を「天然灰汁発酵建

て」と呼ぶ。“藍建て”にはいくつかの工程があ

り、染料として使えるようになるまでには日数が

かかる。美馬市地域おこし協力隊の指導のもと仕

込みを行い、その後は毎日、温度や㏗値の管理を

しながら、よくかき混ぜる。発酵が進んで約１週

間後、液の表面に赤みを帯びた泡が立ち、染めら

れるようになったサインである「藍の華」が咲い

た時には、スタッフ全員で大喜びした（写真 6）。 

写真 3 本藍で染めよう！オリジナルエコバッ

グ（図書館撮影） 

写真 4  生葉染め体験（図書館撮影） 

写真 5 「藍の葉しおり＆藍の種」プレゼント

（図書館撮影） 

 

写真 6  藍の華（図書館撮影） 
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その後、私たちが建てた藍は管理が上手くいか

ず、残念ながらその年のイベントで使うことは叶

わなかったが、翌年再び挑戦し「としょかんまつ

り 2016」では、自分たちで作った「天然灰汁発酵

建て」の藍の染液で参加者に藍染め体験をしても

らうことができた。 

「藍は生き物」と言われるが、その難しさを実

感した貴重な機会となった。 

 

５．「藍」について調べる 

藍の栽培や体験イベントなどの取り組み、美馬

市地域おこし協力隊との連携活動を重ねる中で、

私たちスタッフの藍への関心は高まり、藍につい

てもっと詳しく知りたいと思うようになっていっ

た。そこで、私たちは「藍」についての調査を始

めた。 

 

１）阿波藍の発祥地は脇町？！ 

スタッフが「面白いことが分かりましたよ。」と

言うので聞いてみると、「徳島県で藍が栽培され始

めた時期」について調べていたところ、美馬市の

郷土史家である國見慶英氏から「美馬市岩倉に宝

珠寺というお寺があり、そのお寺に居た翠桂和尚

が自ら育てた藍で僧衣を染めたのが始まりであ

る。」という情報をいただいたとのこと。早速スタ

ッフが調べてみると、國見氏の著書『うだつの町

と治乱盛衰 城下郷町脇町古今』２）にも記載があ

り、阿波藍の起源は、1585年、徳島藩の開祖であ

る蜂須賀家政が阿波に入国した際に前領地である

播州（兵庫県）から持ち込み、麻植郡
お え ぐ ん

で育成した

という説がこれまで広まっていたが、藍住町
あいずみちょう

の

見性寺
けんしょうじ

で発見された文書から、1247年に脇町岩倉

に建立された宝珠寺に居た翠桂和尚が「自ら栽培

したタデ藍で僧衣を染めた」との内容の記述が見

つかったことが書かれていた。他にも資料をあた

ってみたところ、『阿波藍史』３）にも翠桂和尚が

紀州（和歌山県）からタデ藍の種子を携えてきた

という記述があったほか、『脇町史 上巻』４）には

見性寺の文書の中の「見性寺開創覚書之事」のく

だりが掲載されており、翠桂和尚に関する箇所を

確認することができた。 

私たちは、新たに知った私たちの町と藍との縁

に色めき立つと同時に、「藍」と「地域の歴史」に

ついてもっと深く調べ、多くの市民にこのことを 

 

知ってもらいたいと強く感じるようになった。 

 

２）資料館と生産者を訪ねる 

本を使って調べることと並行し、徳島県内の

藍関連施設へ見学に行くことを決めた私たちは、

2015年 11月、 藍の資料館である公益社団法人三

木文庫（徳島県板野郡松茂町）と有限会社新居製

藍所（徳島県板野郡上板町）を訪ねた（写真 7）。 

1 つ目の訪問先の公益社団法人三木文庫は、

1674年から明治末期（20世紀はじめ）に藍商を営

んでいた三木家が集積した藍に関する資料が豊富

に展示されている、全国屈指の阿波藍の資料館だ。

訪問時には学芸員の方が丁寧に案内してくださり、

阿波藍の栽培と製造に関する道具類、大福帳など

数多くの民俗史料や経営史料を見る中で、当時の

阿波藍の栄枯盛衰を知ることができた。 

次に訪れた有限会社新居製藍所では、現在は徳

島県内でも 5人しかいない藍師の方が自ら案 

内し、蒅（すくも）を作る工程や脇町と阿波藍 

との関係も含め、阿波藍について多くのことを教

えてくださった。見せていただいた阿波藍が 

隆盛を極めていた頃の藍商人の屋号一覧表には、 

私たちがよく知る脇町の藍商の名前を確認するこ

とができ、脇町の歴史と重ね合わすこともできた。 

また、お話を聞く中で、現在は藍師の数だけでな 

く、藍栽培農家も減り、藍の自社栽培も行ってい

ることなど、阿波藍の置かれた厳しい状況も分か

り、私たちにできることはないだろうかと深く考

えさせられた。 

 

写真 7  有限会社新居製藍所の見学 

（図書館撮影） 
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３）「図書館を使った調べる学習コンクール（大人

の部）」文部科学大臣賞受賞 

2016年 2月、今回の「藍」をテーマにした調査

の成果を担当スタッフが作品『阿波藍～藍の集散

地 脇町から始まった藍の歴史』としてまとめ、第

19回「図書館を使った調べる学習コンクール（大

人の部）」（主催：公益財団法人図書館振興財団）

に応募したところ、見事に文部科学大臣賞を受賞

した（写真 8）。この受賞を受け、図書館では郷土

コーナーで特別展示「阿波藍」を行い、脇町と阿

波藍の関係や阿波藍の盛衰について壁面展示をし

たほか、藍の種・葉藍・蒅（すくも）の実物や藍

を活用した製品の紹介コーナー、受賞作品の閲覧

コーナーを設けた。市民からも大きな反響があっ

た。その後の 2018年 12月には、美馬市自主放送

番組の特別番組「吉野川で栄えた美馬市の藍文化」

で調査結果を取り上げていただき、取材協力を行

った。 

 

６．「藍」を伝える、「藍」を広げる 

１）「とくしま藍の日を定める条例」 

東京オリンピック・パラリンピックの公式エン

ブレムに「藍色」が採用され、「藍」に注目が集ま

る中、2017年徳島県は県民の藍に対する関心と理

解を深め、藍に関する文化の継承及び産業の振興

を図り、あわせて国内外に向けて藍の魅力を発信

することを目的として、7月 24日を「とくしま藍

の日」に、7 月を「とくしま藍推進月間」と定め

る「とくしま藍の日を定める条例」を制定した。

これを機に、徳島県では官民一体となった情報発 

 

信が活発になり、県内外で多彩な事業が展開され

るなど大きな盛り上がりを見せはじめた。そして、

これを絶好の機会と捉えた私たちの図書館でも、

新たな取り組みを始めることにした。 

まず取り組んだのは、図書館に来ていない層へ

のＳＮＳでの発信だ。この頃、徳島経済同友会が

「徳島ブルー」の掛け声にあわせて簡単なポーズ

をとる 2分程度の動画をＳＮＳにアップロードし、

世界中に「徳島ブルー」をアピールする参加型の

キャンペーンを実施しており、当館でもスタッフ

全員で撮影を行い、Facebookページ１）に動画を投

稿した。また、7月 24日の「とくしま藍の日」当

日には、青い服を着て図書館に来館された利用者

へ、スタッフ手作りの藍染めマグネットのプレゼ

ントを行った（写真 9）。 

これまでの取り組みの中では受け身の立場だっ

た利用者も、「とくしま藍の日」の制定をきっかけ

に、徳島県に暮らす当事者として「阿波藍」を誇

りに感じ、その魅力を広く発信したいとの思いを

強くされた方が多く、イベントを通してこの「と

くしま藍の日」の制定の意義を感じた。その後も

私たちの図書館では、地域おこし協力隊や地域の

方々と連携し「とくしま藍の日」にちなんだイベ

ントを毎年開催しており、今では当館の恒例イベ

ントとして定着しつつある。 

 

２）脇町図書館の閉館、そして新図書館へ 

2017 年 12 月 20 日、複合施設への移転に伴い、

脇町図書館が閉館した。収容冊数の限界や隣接 

する駐車場がないことなど様々な問題が解決で 

き、図書館にとっても利用者にとっても大きな 

ステップアップとなる移転だったが、それに伴い、 

写真 8  調べる学習コンクール受賞作品 

（図書館撮影） 

 

写真 9 「藍染めのマグネット」プレゼント（2017

年）（図書館撮影） 
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館名が「美馬市立図書館」に変更されること、ま

た、数百メートルしか離れていないものの「うだ

つの町並み」の図書館ではなくなることは、これ

まで大切にしてきた特色を失うことにも感じられ、

改めて「郷土」に関する運営方針を見直すことに

なった。しかしながら、私たちの出した答えは「継

続」であった。 

「藍」を中心にした郷土に関する取り組みには

賛同者も増え、既に事業そのものが図書館自身の

魅力であり、無くてはならないものになっていた。

そこで、私たちは新しい図書館になること、また

複合施設に入りこれまで以上に多くの人が集まる

というメリットを、郷土の魅力の発信に上手く活

かすことはできないかと考えるようになった。 

そして開館に向けて準備したのは、藍染めをデ

ザインに取り入れた新しい図書利用カードの作成

と、新図書館のエントランスを彩る藍染めのファ

ブリックパネルの製作であった。利用者の誰もが

使い、来館者の誰もが目にするものに、「藍」を取

り入れることで、郷土の魅力を伝える仕掛けを整

えた。もちろん、製作には「美馬市観光交流セン

ター 藍染工房」の美馬市地域おこし協力隊にご協

力をいただいた。 

 

７．「藍」でつながる 

2018 年 5 月 12 日、美馬市地域交流センター内

に「美馬市立図書館」が移転オープンした（写 

真 10）。市民ホールや市民サービスセンター、子

育て支援センター、スーパーマーケット等が入る

複合施設に移ったことで、気軽に立ち寄ってくだ

さる人が増え、初年度の来館者数は前年度の約 5

倍と大きく増加した。人が集まることによって図

書館を知ってもらう機会が増え、また一方で図書 

 

館の情報発信力も増していく。           

同年 7月 22・23日の 2日間にわたり開催した 

「とくしま藍の日  2ＤＡＹＳイベント in美馬市

立図書館」には、美馬市地域おこし協力隊による

ワークショップと藍染め作品展、当館によるプレ

ゼント企画「青とともに図書館へ♪」に加え、こ

の取り組みにご賛同くださった美馬和傘製作集団

と地域住民の方々にも藍染めランプシェードと藍

のハーバリウムの展示をしていただき、盛りだく

さんの内容となった（写真 11・12）。新図書館で

の初めての藍イベントは大盛況で、多くの人に「藍」

の魅力を発信できた手応えと共に、地域連携によ

る事業の広がりと新図書館の発信力の可能性を強

く感じた。 

私たちは、図書館を“つながる”場所ととらえ

ている。図書館を介し、「本」とつながる、「人」

とつながる、「地域」とつながる、そして「郷土の

魅力・藍」とつながる。地域の交流拠点、地域の

情報拠点である図書館だからこそできる取り組み 

写真 10 美馬市地域交流センター ミライズ（施設管理者提供） 
  

写真 11 藍染め缶バッジ作り（2018年） 

（図書館撮影） 
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を、これからも継続していきたい。 

 

８．終わりに 

今、地方は様々な問題をかかえている。活発に

地域活動をされている方とお話をする際、よく聞

かれるのは「美馬市の未来を担う子どもたちに、

郷土への誇りと愛着心を持ってもらいたい。」とい 

う言葉だ。全国的に少子高齢化が進む中、私たち

が暮らす美馬市も人口減少・少子高齢化が大きな

課題となっており、特に若者の都会への流出は深

刻な問題である。 

そして徳島が誇る伝統の藍産業を取り巻く状況

も、また同様である。 

このような中、赤ちゃんから高齢者まで多くの

人が集う図書館には、“地（知）の拠点”として、

まちづくりや地域活性化を支える役割を担う大き

な可能性があるのではないかと考える。 

地域の課題に寄り添い、地域の人々とつながり、

地域を元気にするために何をすべきか。 

今後もまちづくりに結びつく図書館運営を考え、

実践していく。 
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 写真 12 藍染め作品展（2019年） 

（図書館撮影） 
  

https://www.facebook.com/美馬市立図書
https://www.facebook.com/美馬市立図書


 
*鶴見大学名誉教授 〒230－8501 神奈川県横浜市鶴見区鶴見 2－1－3 

Takashi NAGATSUKA, Professor Emeritus, Tsurumi University, Tsurumi 2－1－3,Tsurumi－ku,Yokohama, Japan 
230－8501   連絡先：nagatsuka-t@tsurumi-u.ac.jp 

 
農図協会誌 No.199 8－14（2020） 

- 8 - 
 

 2019 年 12 月に中国の武漢から始まった新型の

コロナウイルス(COVID-19)による感染症は、2 月

には世界の多くの国々に感染が拡大し、現在も世

界の各国で感染拡大が継続している。今、この原

稿をまとめている 7 月 21 日の現時点で、世界中

に感染が広がりつつあり、感染者数は 1450 万人

に達し、60 万人以上の多くの方が新型コロナウイ

ルス感染症により亡くなられた１）。 
わが国においても、1 月 15 日に最初の感染者が

確認されて以降、感染者数は増加し 4 月 7 日に緊

急事態宣言が７都府県に 16 日には全国に拡大さ

れた。緊急事態宣言は 5 月 25 日に解除されたが、

その後、新型コロナウイルス感染者は増大し、7
月 21 日現在で感染者数は約 2 万 5 千人を超え、

亡くなられた方が 988 名と一千名に近づいている ２）。 
新型コロナウイルスの感染拡大により、世界の

公共図書館や大学図書館のサービスや活動は大き

く制約されている。実際、2 月以降、多くの国で

図書館の閉館や様々な図書館サービスの停止・制

限を余儀なくされてきた。今後も感染症と共存し

ながらの社会状況が継続して行くと考えられる。 
私自身、過去に微生物の研究をし、その後情報

や図書館の研究に携わってきた者として、今起き

ている感染症の拡大が図書館員、図書館の利用者、

そして図書館サービスにどのような影響を及ぼし

ているかを少しでも明らか出来ればと考える。 
世界の図書館がどのように対応しているのかに

ついて知ることで、感染症の拡大という困難な時

期に利用者と図書館員の生命を守ったうえで、図

書館がどのように対応することが出来るのか今後

の方向を探りたいと思う。このことが、今後の時

代における図書館のあり方を考える一助になれば

幸いである。 
 
１．どこで知ることが出来るか 新型コロナウイ

ルスと図書館の対応 
どのようなことが出来るのかを考えていくとき

に、個々の図書館がどのように対応しているのか

はホームページなどで調べることができる。しか

し、例えば、多くの図書館がこの事態にどのよう

に対応しているのかは、自分で個別に調べること

は非常に困難が、これらの情報を集約して整理し

ているサイトは大きな助けとなるでしょう。ここ

では、国内と海外の図書館がどのようにして対応

してきたのか。これからどのような方向を目指そ

うとしているのかを知ることができるサイトとそ

こに集約されている取り組みについて紹介したい。 
 
２．日本の公共図書館の状況 
国内の図書館については、2 月 28 日から国立国

会図書館が新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため、臨時休館・サービスの縮小・イベントの中

止をしている都道府県立図書館・政令指定都市立

図書館および国立国会図書館の状況について整理

し適宜更新しながら公開している。 
現時点（7 月 22 日）では「新型コロナウイルス

感染症による都道府県立図書館・政令指定都市立

図書館・国立国会図書館への影響（第 11 報）」

（2020 年 6 月 8 日）まで、更新されている３）。 
感染の拡大が及ぼした公共図書館サービスへの

影響については、4 月 8 日にカーリルが全国の

1409 館の公共図書館等のウエブページで閉館な 

新型コロナウイルス感染症の拡大と図書館 
The outbreak of Coronavirus (COVID-19) disease and Library 

長塚 隆＊ 
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どの情報を調査し、多くの公共図書館が閉館され

ていたことを報告している４）。 
その後、この調査は、博物館・美術館 (M) 、

図書館 (L) 、文書館 (A) 、公民館 (K) (M＋L＋
A＋K＝MLAK) の被災・救援情報サイトを運営す

る saveMLAK に引き継がれている。現在（7 月

22 日）までに、「COVID-19 の影響による図書館

の動向調査」として合計 7 回にわたり調査が実施

されている５）。4 月から 6 月かけての一連の調査

で、全国の図書館が新型コロナウイルスの感染が

拡大したこの時期にどのように対応したかが、よ

く分かる貴重な調査になっている。 
4 月 8 日の調査では休館している都道府県立図

書館が 40％、市町村立図書館が 46%で、この時

点で休館になることを発表していた図書館は全体

の 46％（650 館）で全国の公共図書館のほとんど

が休館しているか休館予定になっていた。 
その後の調査によると 4 月 16 日で 57％、4 月

23日には88％、5月6日には92%、5月14日69％、

5 月 21 日 47％、6 月 6 日 7％、6 月 20 日 1.6％
と 4 月から 5 月にかけての感染拡大時期に、多く

の公共図書館が閉館せざるを得なかったことが調

査から明らかである。 
閉館の時期に各図書館がサービスを何とか止め

ないで、ホームページ、Facebook、YouTube な

どの媒体を活用して、色々な形態でサービスを持

続しようとした多くの試み（取り組みの事例集）

が saveMLAK のサイトに集約されている６）。 
実際に行われた取り組みの事例集では、図書館

だけでなく博物館・美術館等、文書館、公民館、

その他、活動支援等と幅広く事例が集められてお

り大きな特徴となっている。この幅広い館種にわ

たる事例集は、自館での取り組みを検討するとき、

あるいは図書館以外の館種での事例を参考にした

いときに役立つものとなっている。 
また、公共図書館以外に学校・大学・専門図書

館等の取り組み事例も集約されているので、これ

らの館種での取り組みを自館での参考にしたいと

きにも有用である。「その他、活動支援等」の項目

では、文部科学省の臨時休業期間における学習支

援コンテンツポータルサイト（子供の学び応援サ

イト）、書籍関連企業などの感染症拡大期間におけ

る無償公開サービスの案内など多様な内容の対応

事例が掲載されているので、様々な角度から自館 

 
での取組みを検討するときに参考になる。 
日本図書館協会では「新型コロナウイルス感染 

症への図書館の対応事例」を集めている７）。ここ 
では、図書館の再開についてのガイドライン、県

立図書館などが閉館後にいつからどのようなサー

ビスから再開したか、休校中の児童生徒への学習

支援、お話会の動画配信、新型コロナ感染症に関

する情報の提供事例などが集められている。さら

に、閉館中に実施された「蔵書の宅配サービス」、

休館中の貸出サービス、閉館中に利用が拡大した

電子書籍の提供館事例など多くの事例が紹介され

ており、自館での対応の参考にすることが出来る。 
 
３．日本の大学図書館の状況 
文部科学省高等局より、3 月 24 日付けで「令和

２年度における大学等の授業の開始等について

（通知）」８）が出された。ここでは、大学は予定

通りに授業等を開始することが困難な場合には、

遠隔授業の導入などで学生への学修機会を提供す

ることが要望されている。 
それを受けて、国立情報学研究所が主催してオ

ンラインで「4 月からの大学等遠隔授業に関する

取組状況共有サイバーシンポジウム」が 3 月 26
日から開始された９）。現在（7 月 20 日）までに、

合計 12 回のシンポジウムがオンライン開催され

ている。大学や小中高校などの遠隔授業に関する

報告が多いが、いくつか大学図書館の対応・対策

状況についての報告がされている。 
東北大学図書館の小陳は「大学図書館は動き続

けているか－COVID-19拡大に直面して」と題し、

国立大学中央館 86 館の開閉館状況調査を 5 月 3
日以降毎週継続してきたと 5 月 29 日に報告した
10）。その調査では、全国の国立大学図書館は 4 月

には多くの図書館が閉館していたが、5 月中旬以

降は各図書館が工夫をしてどのようなサービスで

あれば提供が可能かを確認しながらそのサービス

を拡大してきたかが調査から分かると指摘した。

その後も現在（7 月 20 日）まで毎週調査が継続さ

れており、国立大学図書館の状況が継続的に分析

された貴重なデータとなっている 11）。 
早稲田大学図書館長の深澤から 4 月 24 日に「新

型コロナウイルス流行下の図書館運営」について

発表があった。その中で深澤は、閉館時に学生が

利用できる日本語の電子ブックの整備強化を目指 
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したが、日本の学術書の電子化が進んでいないた 
めサービスの拡大が難しく今後日本の出版社、デ

ータベースベンダー、学協会との協議が必要であ 
ると指摘した 12）。このことは、従来からも指摘さ 
れてきたことであったが、この感染症の拡大の中

で浮き彫りになった課題であると言えよう。今後、

実際に協議が進むことを期待したい。 
東京大学図書館の江川は 5 月 1 日の「新型コロ

ナウイルス流行下の図書館運営：国立大学の取り

組みから」の中で大学図書館は閉館しているとこ

ろが多いが、館員が出勤して事前予約した資料を

カウンターで貸出したり、資料を希望する住所へ

郵送したり、オンラインで提供できる資料の拡充

を試みたり、ガイダンスビデオを公開したり、オ

ンラインレファレンスを開設するなど緊急事態宣

言の前後あるいはその最中にも、多様な取り組み

が行われていたことを紹介した 13）。感染拡大の抑

制が求められる制限された環境の中で、様々な工

夫により一部ではあるがサービスが継続出来たこ

とは本当に素晴らしいことであり、今後の図書館

のより良い運営に繋がるであろう。 
また、京都大学の引原は 5 月 8 日に「コロナウ

イルス感染対応に見る大学図書館の課題と今後」

と題し、長期的な視野に立って図書館サービスの

デジタル化やリモート化を推進していくことの大

切さについて発表した 14）。図書館サービスのデジ

タル化やリモート化については、本稿の他の個所

で、世界の多様な試みについて紹介したが、今後

の図書館サービスにとっての大きな課題となって

いる。 
6 月 5 日には、文部科学省が感染拡大の防止を

踏まえたうえで、学生の学修機会の確保，学生へ

の適切な情報提供の支援等に取組むためのガイド

ラインを公開した 15）。そのなかで大学図書館は大

学での教育や研究にとって大切な図書や文献取寄

サービス等は引き続き継続していくことが大切で

あると指摘している。その際に、リモートでのサ

ービスの充実を図り、感染拡大防止のための措置

を最大限講じてほしいとしている。また、自館の

資料の提供だけでなく、国立国会図書館「図書館

向けデジタル化資料送信サービス」の参加館では

その活用を充分に検討してほしいとしている。さ

らに、ガイドラインでは図書館の再開に当たって

契約しているデータベース・電子ジャーナル・電 

 
子書籍等を自宅などから継続してリモートで利用 
できるように取組むことを要望している。また、

感染拡大防止対策を施したうえで日時・場所を限

定して図書の貸出や古典籍の閲覧などを可能とす

ることなどを要望している。 
感染拡大の中で、大学図書館がどのように対応

して来たかは国立大学図書館の調査やいくつかの

報告・発表から、様々に工夫して閉館中でも教職

員や学生に提供可能なサービスを増やすために努

力してきたことは明らかである。 
この間、教員や研究者にはすでに多くの電子書

籍や電子ジャーナルがオンラインで提供されてい

る大学も多く、理系分野では自分で文献のオンラ

インでの探索が可能であったが、人文科学分野な

どでは古典籍など紙資料に研究が依存している領

域も多く館内閲覧ができないことで研究が進めら

れないという課題があった。閉館中も多くの大学

ではデータベースや電子ジャーナルなどの提供は

継続されたこともあり、教員などは自宅などから

利用できた大学も多かった。このようなことを可

能としたのは、海外の専門書や雑誌のデジタル化

が進展していたことによるところが大きいと言え

る。そのために、今回、図書館の閉館中でも大学

の教員や研究者が自宅などから専門情報を入手で

きる環境が一定程度提供できたと言える。 
ただし、学生がオンライン授業に利用する日本

で出版されている教科書や参考図書はデジタルで

利用できないものが多く、今後に向けて、出版社

や書店との協議が必要となる。 
 
４．国際図書館連盟にみる各国の図書館の状況 
 すでに述べたように、本年に入ってからの新型

コロナウイルス感染症の流行は中国から欧州各

国・米国などで拡大し、現在はわが国も含めて世

界的な規模で起きパンデミックの状況にあり、7
月現在においても感染の拡大が継続している。 
このような感染拡大の中で、海外の図書館が利

用者の感染防止を踏まえて、どのようなサービス

を提供し、どのように対応しているかを知ること

は、わが国の図書館での対応を検討するうえで、

大きな示唆を得ることが出来るであろう。 
 
１）国際図書館連盟「新型コロナウイルス感染症

と世界の図書館界」のコーナー設置国際的な図書 
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館の団体である国際図書館連盟（IFLA）では、コ

ロナウイルス感染症の世界的な感染拡大を受けて、

3 月 23 日に「新型コロナウイルス感染症と世界の

図書館界（COVID-19 and the Global Library 
Field）」のコーナーをホームページ上に設置する

と発表した 16）。このコーナーでは世界の図書館が

感染症にどのように対応しているかについて情報

を収集し日々更新している 17）。現在、有志による

日本語訳（2020 年 5 月 1 日時点）が公開されて

いる 18）。 
そこでは、「新型コロナウイルス感染症の世界的

流行（パンデミック）への図書館の対応のための

主な情報源」として、世界の図書館の閉鎖やサー

ビスの制限、自宅や職場での安全の確保、リモー

トでのサービスの提供、閉館中の図書館の人的物

的資源の再配置、図書館再開の状況と基準につい

て、入場者の制限、入場者の集中を制限、イベン

トの開催方法、殺菌などの衛生環境の保持など

様々な視点からその取り組みについて紹介してい

る。また、図書館の再開に当たって必要なスタッ

フや入館者の感染防止のためのガイドラインなど

についても紹介されている。 
 
２）公共図書館でのリモートサービスの提供 

世界の図書館がサービスの提供においてどのよ

うな制約下におかれているのか、そのような中で

どのようなリモートでのサービスを提供している

のか、図書館を再開するときにはどのようなこと

に注意したらよいのかなど、現在の感染拡大の下

でのリモートでのサービスの提供方法について、

各国の取り組み状況を詳しく紹介している。 
 ここでは、国際図書館連盟の「新型コロナウイ

ルス感染症と世界の図書館界：7 月 17 日更新版」
17）で紹介されている図書館でのリモートサービ

スと図書館を再開するにあたっての注意点につい

て、いくつかの事例を紹介した。 
 わが国の図書館では感染拡大時に様々なリモー

トでのサービスを試みてきた。海外の図書館でも

同様にあるいはさらに大きな規模で、感染の拡大

下により図書館の閉館や各種サービスが制約され

る中で、海外の多くの図書館でもリモートで図書

館サービスを提供する多様な試みが行われてきた。 
国立図書館館長会議による 6 月の調査では世界 

の 4 分の 3 の国立図書館で、この間に新規のデジ 

 
タルサービスが導入されたと指摘している 19）。例

えば、スペイン国立図書館では絵画のデジタル展 
示室や様々なデジタルコンテンツを教育に利用す

るためのサイトを提供し、フランス国立図書館は

ファンタジーなどのデジタルコンテンツのバーチ

ャル展示を試み、ニューヨーク公共図書館ではバ

ーチャル読書クラブを開催し、現在（7 月）も継

続している。 
インドのコタにあるマンダル図書館ではオンラ

インでのサービスを拡充し、ロックダウンで外に

出れない市民にデジタルで図書や雑誌を読めるよ

うにすることで、精神を安定させ健康の保持によ

いビブリオセラピー（図書療治）の効果があがる

と考えてそのサービスを拡充している。 
多くの公共図書館と学校図書館では著作権をク

リアーしたうえで、オンラインでのお話会を推進

している。ポルトガル、ブラジル、ウルグアイな

どでは YouTube 公式チャンネルを設定して紙芝

居、動画、絵本、コミック、映画などを提供して

いる。 
この IFLA の「新型コロナウイルス感染症と世

界の図書館界」コーナーでは、大阪府立中央図書

館で作成した「子どもの本に関する動画リンク集」

も紹介されている。 
 スペインのウエスカの公立図書館ではデジタル

のツールに詳しくない利用者も多いので、デジタ

ルツールの利用のための資料を作成して紹介して

いる。 
 また、このような状況下で、米国医学図書館を

始めスウェーデンや中国の図書館など多くの国の

図書館では、利用者の健康不安や保健について書

籍だけでなく専門家の講演や談話などをオンライ

ンで配信し、様々な情報の提供に力を入れている

ところが多い。 
 直接会えなくなったので、オランダの国立図書

館は著作者協会と提携して、オンラインで本の著

作者と会って話すことが出来るサービスを有料で

提供している。これらの海外の図書館における多

様なリモートでのサービスの経験は、わが国の図

書館でのリモートサービスを検討するときに参考

になるところも多い。 
 
３）大学図書館でのリモートサービスの提供 
 大学図書館でも同じように、リモートでの様々 
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なサービスに取組んでいる。例えば、バングラデ

ィシュのイーストウエスト大学ではオンラインで

の文献要求への対応、多くの国の大学図書館では 
学生からのオンラインや e メールでの図書館員へ

の相談に対応している。また、トルコが含まれる 
アナトリア地方の大学コンソーシアムでは文献情

報などを教員や学生間で共有しやすいように共有

ポータルを設定することで研究の促進につなげよ

うとしている。 
 
４）新たなリモートサービスの提供 
 現在、図書館を利用していない潜在的な利用者

にも利用してもらえるように、エストニア国立図

書館やトルコの公共図書館では図書館への登録を

していない人も非接触で書籍が借りれるようにし

ている。一方で、オーストリアやクロアチアの図

書館は電子貸出のシステムを各公共図書館の担当

地域を超えて、国内全体で利用できるように変更

した。 
 米国や多くの国の図書館では利用者がインター

ネットに接続できるようにフリーWiFi を提供し

ている。米国の公共図書館のなかにはオンライン

会議ソフト Zoom を機関契約し、図書館利用者が

オンライン会議を開催しやすいよう貸出している

ケースもある。 
 コロナウイルス感染拡大の時代の記録をアーカ

イブする図書館の役割が大きくなっている。多く

の大学図書館・公共図書館・図書館関連団体など

でそれぞれの地域での感染の拡大により起こった

出来事を収集して保存することが行われている。 
 また、コロナウイルス感染拡大のなかで、多く

の図書館では印刷された本や雑誌からデジタルの

電子書籍や電子雑誌などにその収集の重点を大き

く変化させている。例えば、イギリスでは地域の

住民がオンラインで利用できる図書館提供の電子

書籍や電子雑誌の利用が急増し、ロックダウン中

に地域によっては新規の利用登録者が 6 倍以上に

増加したところもあると報告されている。 
一方では、このような状況下で多くの大学図書

館はオンラインで学生が適切な情報を探索し利用

できるように「情報リテラシー」についてのオン

ラインコースを提供したり、あるいはオンライン 
でいつでも学べるように各種のウェビナーを公開

し学生をサポートしている。 

  
以上みてきたように、各国の図書館は従来のサ

ービスをリモートで提供するだけでなく、工夫を

して様々な新規のリモートサービスを提供しよう

と、コロナウイルス感染拡大下で積極的に取り組 
んでいることがわかる。これらの経験は、わが国

の図書館が取り組むときに参考にできるものも多 
いように思う。 
 
５）図書館の再開にあたって 
 再開のための環境や条件は様々に異なるので、

その時の状況に応じて検討することが大切である。

実際に、デンマークの小学校では授業は再開され

たが学校図書館は閉館のままであったというよう

なケースが紹介されている。 
また、図書館の再開にあたっての各種ガイドラ

インについては、日本図書館協会が 5 月 14 日に

公表した「図書館における新型コロナウイルス感

染拡大予防ガイドライン」がコーナーで紹介され

ている。 
イギリスの図書館関連組織である「Libraries 

Connected」では 6 月 30 日に「図書館の再開を

支援するための新ガイド」を発表し、保健衛生の

指針に沿って徐々にサービスを拡大していくこと

を要請している。また、各地の図書館でのオンラ

インお話会などのオンラインイベントを紹介し経

験に学べるようにしている。 
 感染防止のため対人距離を取るために、入館人

数の制限を設けている図書館が多い。そのために、

マカオや香港図書館では入館チケット制を導入、

日本の国立国会図書館東京本館では抽選予約制で

入館者数を制限している。入館のための事前予約

制はフランス国立図書館等や日本の笛吹市立図書

館など多くの図書館で採用されている。オランダ

の図書館では入館人数のカウントのために手提げ

籠や袋を入館者に配布している。また、感染防止

をしながら、より多くの利用者に来館してもらえ

るように香港、上海、マルタ図書館などのように

図書館内での滞在時間を 1 時間以内に制限してい

るところも多い。日本の公共図書館でも、滞在時

間を制限している公共図書館は多くみられる。 
 感染防止の点から、一部の貸出サービスなどを

建物の外（ドライブスルー）で実施したり、特定 
の開館時間を高齢者のグループに限定したりして

いる図書館もある。また、貸出期間を延長して休 
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館中に利用者が図書館に来なくても良いようにし

ている図書館も多い。 
 再開に当たって感染拡大防止の点から来館者名

簿への記入を求めることに対して、個人のプライ 
バシーの保護の観点から日本図書館協会や米国図

書館協会などがガイドラインを作成していること 
もコーナーで紹介されている。 
フランス図書館協会がガイドラインのなかで、

利用者が館内で集中することを防止するための方

策について、特別に説明している。また、館内や

学校内でのそれぞれの場所ごとに利用者数を限定

するため、ジュネーブの学校図書館、香港やマカ

オの図書館などでは児童読書室、会議室、自習室

など館内や学校で特定のサービスや場所を閉鎖し

ているところも多い。 
イベントや展示などを部分的に開始していると

ころもあるが、感染防止や人数制限など事前の周

到な準備が必要であり、開催を急ぐことによる図

書館員への負荷も大きくなることに注意が必要で

あるとコーナーで指摘されている。 
 
５．まとめ 

各国の図書館の活動は、新型コロナウイルス感

染症の拡大、世界的なパンデミックにより大きな

制約を受けている。各国の図書館は、以上見てき

たように、感染の拡大によりサービスの提供が困

難な状況下でも、様々に知恵を出し合い、工夫し

て一部のサービスを継続したり、新たなリモート

サービスを創造したりして、図書館の利用者およ

び潜在的な利用者にサービスを届けようと工夫を

重ねていることが良くわかる。 
海外でのこれらの事例をよく分析し、わが国で

の図書館の新たなサービスの創造に繋げていくこ

とが大切に思う。さらに、本稿がこの困難な時代

を乗り越えて、感染終息後の新たな時代における

図書館の姿について考える参考になることを期待

している。 
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９．「4 月からの大学等遠隔授業に関する取組状況

共有サイバーシンポジウム」   
https://www.nii.ac.jp/event/other/decs/� 
(2020 年 7 月 22 日参照) 

10.「大学図書館は動き続けているか：COVID-  

19 拡大に直面して」 
https://www.nii.ac.jp/event/upload/20200529-
7_Kojin.pdf (2020 年 7 月 22 日参照) 

11.「COVID-19 国立大学図書館」 
https://savemlak.jp/wiki/ファイル :COVID-19 
国立大学図書館.xlsx (2020 年 7 月 22 日参照) 

12.「新型コロナウイルス流行下の図書館運営」

https://www.nii.ac.jp/news/upload/20200424-
5_Fukazawa.pdf (2020 年 7 月 22 日参照) 

13.「新型コロナウイルス流行下の図書館運営：国 
立大学の取り組みから」 
https://www.nii.ac.jp/news/upload/20200501- 

https://www.who.int/docs/default-source/wha-
https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kokunain
https://current.ndl.go.jp/node/41156
https://blog.calil.jp/2020/04/stay-at-home.html
https://blog.calil.jp/2020/04/stay-at-home.html
https://www.nii.ac.jp/event/other/decs/
https://www.nii.ac.jp/
https://www.nii.ac.jp/news/upload/20200424-5_Fukazawa.pdf
https://www.nii.ac.jp/news/upload/20200424-5_Fukazawa.pdf
https://www.nii.ac.jp/news/upload/20200501-
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11_Egawa.pdf(2020 年 7 月 22 日参照) 

14.「コロナウイルス感染対応に見る大学図書館の 
課題と今後」 
https://www.nii.ac.jp/event/upload/20200508- 
9_Hikihara.pdf (2020 年 7 月 22 日参照)       

15.「大学等における新型コロナウイルス感染症へ

の対応ガイドラインについて（文部科学省）」   
https://www.mext.go.jp/content/20200605-mx
t_kouhou01-000004520_5.pdf (2020 年 7 月

22 日参照) 
16.「COVID-19 and the Global Library Field: 

Statement by the IFLA President and 
Secretary General」 
https://www.ifla.org/node/92969 (2020 年 7 
月 22 日参照)                    

17.「COVID-19 and the Global Library Field」
https://www.ifla.org/covid-19-and-libraries 
(2020 年 7 月 22 日参照) 

18.「コロナウイルスの感染拡大への対応における

図書館のための重要な情報源（2020/05/01 付）」

https://savemlak.jp/wiki/COVID-19 (2020 年

7 月 22 日参照) 
19.「Survey Impact COVID-19  Reopening the 

library」 
https://conferenceofdirectorsofnationallibrari
es.files.wordpress.com/2020/07/200708-surve
y-impact-covid-19-reopening-def-1.pdf (2020
年 7 月 22 日参照) 

 
 

https://www.nii.ac.jp/event/upload/20200508-
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１．はじめに 

 日本事務器株式会社(以下、NJC)は、図書館情

報システム「ネオシリウス」シリーズの企画・

開発・販売・サポートサービスを行っている会

社です。1924 年の創業以来、全国各地域のさま

ざまな業種・業態のお客様に、多彩な ICT ソリ

ューションを提供し、お客様の事業推進をサポ

ートしております。それらの経験のなかで蓄積

した知見・技術やノウハウをベースに、優れた

図書館システムの提供や、図書館を支援する活

動をしております。 

 本稿ではこれらの活動の一例（産学連携プロ

ジェクト「図書館へ行こう！オリジナル読書手

帳」）と、図書館情報システム「ネオシリウス・

クラウド」についてご紹介いたします。 

 

２．産学連携プロジェクト「図書館へ行こう！

オリジナル読書手帳」製作報告    

 NJC は「ネオシリウス」シリーズを通じ、図

書館に関わる様々な方や学生さんとのつながり

ができたりと、日々、図書館や読書推進に関す

る活動の輪を広げております。今回ご紹介する

「図書館へ行こう！オリジナル読書手帳」は、

十文字学園女子大学の文芸文化学科・石川敬史

研究室と毎年実施している「産学連携プロジェ

クト」の一環で、7年目となる 2019 年に実施し

たものです。企画・監修を同大学の石川研究室

(3年生4名)が、デザイン・編集作業をcoffca(コ

フカ)株式会社様（以下、coffca 社）が、監修・

発行元として NJC がそれぞれ担当し、3 者合同

で「オリジナル読書手帳」を製作しました。 

 

１）製作の経緯 

 「どのようにしたら、大学生はもっと本を読

むようになるのか」という問いから、2019 年度

の十文字学園女子大学石川敬史研究室との産学

連携プロジェクトがスタートしました。2019年

2月に発表された第 54 回学生生活実態調査［全

国大学生活協同組合連合会 https://www.univ

coop.or.jp/press/life/report54.html による

と、「前年に 5割超となった読書時間「0」は 48.0%

に減少したが、引き続き約半数に読書の習慣が

ない」とあり、大学生の約半数が月に 1 冊も本

を読まないとされています。そもそも本を読ま

ない要因は何か、どうしたら読書を楽しめるの

か、ということを学生と一緒に考えていく中で、

読書履歴の活用に焦点が置かれるようになりま

した。 

 これは当時「読書通帳」がニュースで取り上

げられ、話題になっていた影響があります。「読

書通帳」とは、図書館に設置された専用端末に

通帳型の冊子を通すことで、自分が読んだ本の

タイトルや貸出日などを記録し、一覧として可

視化できる大変魅力的なサービスです。しかし 

産学連携によるオリジナル読書手帳の製作と 

図書館情報システム「ネオシリウス・クラウド」のご紹介 

Report of an original reading notebook produced through industry-academia 
collaboration and, an introduction of the library information system "NeoCILIUS 
Cloud″    
 

日本事務器株式会社＊ 
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設備があるのはほぼ公共図書館のみで、また多

くは児童向けのサービスと紹介されていました。

そこから意見が発展していき、「自分が読んだ本

を簡単に記録、手元に保管しておけることは読

書の達成感につながる」「通帳だとその時の気持

ちや感想が書き込めない。あえて手書きの方が

目的に合っているのでは」「大学生も使えるよう

な、大人向けの読書手帳はないのだろうか」と

発展していき、市場調査を開始することになり

ました。 

 2019 年 5月、各ゼミ生がそれぞれ世の中にあ

る読書通帳・読書手帳を調査し、その結果を共

有し合いました。少し調べただけでも一般に販

売されているもの、図書館で配布しているもの、

形態も冊子体から付箋メモ、図書館などのホー

ムページに掲載しているデータを印刷して使う

ものなど、様々なタイプの手帳・通帳がありま

した。これに加えて、実際に「よみきかせ手帳」

（読んだ絵本を記録しておく保護者向けの手帳）

などを配布している埼玉県和光市図書館に訪問

し、担当の方にもお話を伺ってきました。 

 その結果、公共図書館で配布している手帳・

通帳は多くが児童向けであることから、販売し

ているものはキャラクターなどのデザインがか

わいらしいものが多いこと、冊数ごとに達成ペ

ージやスタンプを押す欄などが設けられ、記入

意欲の上がる工夫が見られること…などという

結論が得られ、「大学生向けの製品がないならば

作ってみよう！」と今回のオリジナル読書手帳

の製作が決定。第 21 回図書館総合展での発表を

目指し、夏休み前まで、先行研究の内容を振り

返り、どのようなページや項目があったらよい

か、素材やデザインはどのようなものがいいか、

要件のまとめにとりかかりました。そして実際

にデザイン制作を担当してくださった coffca

社、NJC との 3 者で実現に向けて検討し、無事

に「オリジナル読書手帳」が完成したのでした。 

 

２）オリジナル読書手帳の完成・発表 

 この「オリジナル読書手帳」を最初にお披露

目したのが 2019 年 11 月 1 日、NJC 本社で行わ

れた「オリジナル読書手帳」発表会です。集ま

った約 25 名を前に、石川先生、ゼミ生、coffca

社、NJC がそれぞれ発表しました。大勢に囲ま 

 

れて最初は緊張していた様子の学生達でしたが、

実際に現物を見るとパッと笑顔になり歓声が上

がっていました。 

 
 手帳のカラーは全部で 4 色。それぞれの学生

が選んだ動物が表紙に覗いているかわいらしい

デザインです。中身にも 10冊ごとに「ゆる格言」

が書かれた達成ページや、お気に入りの本屋や

図書館で、切り離して POP として使用できるカ

ードページを用意するなど、アイディアが満載

の 1 冊となりました。 

 中でも最もこだわったのは書名、著者、出版

社といった書誌情報の部分です。NJC の図書館

情報システム「ネオシリウス」シリーズとも連

携しており、レシートプリンターから本の書誌

情報をラベルシールとして印刷ができます。書

名や著者名をわざわざ手で書かなくても、シー

ルを貼るだけで済むという手軽さにこだわりま

した。図書館の OPAC 端末横にレシートプリンタ

ーを置けば、実際に図書館に足を運ぶきっかけ

にもなるということで、後述する図書館総合展

でも高評価をいただきました。 

 

３）紙？アプリ？図書館業界人の評価 

 そして迎えた第21回図書館総合展(2019年11

月 12 日〜14 日 パシフィコ横浜開催) で、製作

した「オリジナル読書手帳」をブースに出展い

たしました。 

 産学連携プロジェクトに参加した学生さんに

も NJC ブースで来場者に手帳の説明をしてもら

い、図書館関係者の反応をリサーチしました。

ブースでは「読書履歴活用」といった共通の観 

点に着目し、弊社で現在企画開発中の読書レビ 

図１ NJC 本社でのお披露目 
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ューを主体にして人と人がつながるスマートフ

ォンアプリ「BOOK MARRY(ブックマリー)」も同

時に参考展示したところ、私たちの予想を超え

る反応がありました。 

 ブースにお越しいただいた 100 名の方に、手

帳とアプリを比較したアンケートを実施したと

ころ、なかなか興味深い結果となりましたので

一部ご紹介いたします。 

 

・年齢性別を問わず、9 割以上の回答者が何ら

かの形で読書記録を残したい、残すことが有用

だと考えている 

・読書手帳とアプリのどちらが好みかというと、

全体では 55：45 で手帳がやや優勢だが、学生に

限定すると 40：60 でアプリが人気である 

・手帳派、アプリ派はそれぞれどちらも「手軽

だから」という理由で支持している など 

 

 このオリジナル読書手帳はとても反響があり、

今まで弊社ではあまりご縁のなかった学校司書、

公共図書館の職員の方々が多く立ち寄ってくだ

さいました。読書手帳を共同製作した十文字学

園女子大学の学生、coffca社によるブース内発

表もあり、会期中は大変賑わいました。実は NJC

ブースでは、部数限定で配布もしていたのです

が、希望者が殺到し 2 日間で配布が終了してし

まったほどです。また、同展示会で開催した「ネ

オシリウス・ユーザー・フォーラム 2019」で全

国のユーザー様に配布したところ、大変好評で

した。配布終了後も「販売はしていないのか」

というお問い合わせを多くいただき、弊社とし

ても新たな方向性が感じられた図書館総合展と 

 

なりました。 

 ご多忙の折、一緒に盛り上げてくださったユ

ーザーの皆様、足を運んでくださった皆様に心

より御礼申し上げます。次回も有意義な展示会

となるよう企画してまいりますので、今後とも

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 なお、本活動は十文字学園女子大学様でも取

り上げていただきました。ぜひこちらもご覧く

ださい。 

https://www.jumonji-u.ac.jp/news/20191213_

01/ 

 

３．図書館情報システム「ネオシリウス・クラ

ウド」ご紹介 

 

３−１．「ネオシリウス・クラウド」のこれまで 

 「ネオシリウス」は前身の「CILIUS」を全面

刷新する形で、2000 年に販売開始いたしました。

当時、国内ではまだ例のなかった Web アプリケ

ーション型、多言語対応、CATP 対応の図書館シ

ステムとして、メディア等でも多数取り上げら

れました。 

 以来、継続的にバージョンアップを行いなが

ら、2007 年には図書館のホームページとしてご

利用いただける「ポータル型 OPAC」を、2012

年には国内初のクラウド型大学図書館システム

となった「ネオシリウス・クラウド」をリリー

スいたしました。またその後、専門図書館向け

の「ネオシリウス・ラボ」や企業図書館向けの

「ネオシリウス・ビジネス」と「ネオシリウス」

シリーズのラインナップを拡充してまいりまし

た。今回は「ネオシリウス」シリーズの中でも

中核のサービスであります「ネオシリウス・ク

ラウド」についてご紹介いたします。 

 最新情報は、図書館情報システム「ネオシリ

ウス・クラウド」特設 Webサイト(https://www.n

jc.co.jp/neocilius/)を合わせてご参照くださ

い。 

 

３−２．「ネオシリウス・クラウド」のメリット 

 「ネオシリウス・クラウド」は、ネオシリウ

スの機能やサポートサービス内容はそのままに、

サーバレスで導入できる「サブスクリプション

型（サービス利用型）」のソリューションです。 

図２ NJC ブースの様子 
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  サーバの管理は不要になりますので、コスト

ダウンや BCP 強化に貢献します。加えて、ハー

ドウェアの更新時期に合わせたシステム選定が

不要になるため、図書館スタッフとシステム管 

理者の定期的なシステム更新の負荷を軽減いた

します。稼動後のサポートは「シリウスサポー

トセンター」を中心としたワンストップサービ

スをご提供しております。一部ハードウェアの

設置などの対応は弊社の各拠点からご対応させ

ていただくことがございます。 

１）ユーザーの声 4 つの視点からユーザー様

のご意見を紹介いたします。 

 

・経営者：サーバ設置不要だから、BCP 対策の

強化・維持費削減につながるね。クラウド環境

に構築するから、サーバ入替不要で長期間使う

ほどコストメリットがあるね。 

・システム管理者：バックアップ作業や停電の

ケアが不要だから手間とコスト低減に繋がるね。

ハードウェアの寿命を気にする必要が無いのは

良いね。 

・図書館スタッフ：サーバトラブルによるシス

テム停止が少ないのはありがたいわ。停電時も

Web サービスを提供できるのはメリットですね。 

・教員・学生：年に何回か大学の停電で OPAC

が利用できないことがあったけど、クラウドな

ら、いつでも利用できて便利だね。 

 

３−３．「ネオシリウス・クラウド」の３つの特

徴 

１）きめ細かなデータ管理と業務効率の追求を

両立した業務機能 

 大学図書館を取り巻く様々な環境変化へ対応

し、業務効率化のための機能に加え、従来の紙

媒体から最新の電子コンテンツまで対応可能な

管理機能を取り揃えております。業務の効率化

のために、画面上の表示や動作をご自身でカス

タマイズできる機能や、Email サービスを利用

した管理機能をご用意しています。データ抽出

ツールを用いて、ネオシリウス上のあらゆるデ

ータを、Excel 形式またはタブ区切りテキスト

ファイルとして抽出することもできます。また、

教務システムや入退館ゲート、自動貸出機等各

種システムとの連携も充実しています。 

 

・「ネオシリウス・クラウド」の主な業務機能 

＜収書図書／収書逐刊＞ 

 購入依頼受付・選定・発注・継続発注・重複

調査・受入等 

 

＜予算・支払管理＞ 

 予算管理・支払処理・次年度継続発注・簡易

支払い・インボイス管理等 

＜目録図書／目録逐刊＞ 

 NACSIS-CAT 連携・典拠コントロール・書誌比

較・所蔵統合・ データ一括取込・データ一括修

正・製本業務等 

＜閲覧＞ 

 貸出/返却/予約・利用者管理・カレンダー・

Email 管理・分館間デリバリ・自動貸出機連携

等 

＜利用者サービス＞ 

 投書回答・レファレンス回答・Library News

配信・利用者レビューメンテナンス・ お知らせ

管理等 

＜その他＞ 

 蔵書点検・NACSIS-ILL/ローカル ILL・帳票（約

130 種）・データ抽出ツール・マスタメンテナン

ス・画面カスタマイズ機能 

 

２）誰でも直感的に操作可能な OPAC で図書館の

情報発信力アップ 

 ネオシリウスの利用者サービスは「ユーザビ

リティ」「情報発信ポータル」「豊富な検索機能」

「MyLibrary」の 4 つのコンセプトを元にデザイ

ンされています。 

 利用者サービス機能の開発において特に力を

入れている点が、「ユーザビリティ」＝使いやす

さの向上です。予約カート機能や 4 ヵ国語（日

英中韓）の言語切り替え機能など、最新の WEB

トレンドも踏まえて常にパワーアップを続けて

います。また、MyLibrary では、利用者の権限

によって、ILL 依頼・購入依頼・投書・レファ

レンスに至るまでオンラインで行うことできる

機能を標準でご用意。新しいコミュニケーショ

ンツールをご提供いたします。 

・「ネオシリウス・クラウド」の主な利用者サー

ビス機能 
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＜ポータル＞ 

 LibraryNews・カレンダー・新着案内・貸出ラ

ンキング・Hot コーナー機能(書誌・所蔵リスト

公開)・投書 BOX ・レファレンス事例 DB・RSS

配信・日英中韓 4 ヶ国語切り替え・検索ログ出

力機能・アクセスログ分析機能 等 

＜蔵書検索＞ 

 クイックサーチ・詳細検索・ブラウズ検索・

ジャーナル AtoZ・論文検索・履歴検索・ 同義

語検索・ファセット検索等・外部検索用 API 等 

＜検索結果＞ 

 一覧ソート・書影イメージ表示・典拠一覧リ

ンク・詳細典拠表示・キーワードハイライト・ 外

部 DB リンク・外部出力オプション・利用者レビ

ュー・リゾルバ連携 等 

＜MyLibrary＞ 

 プロフィール管理・個人へのお知らせ・パー

ソナルカレンダー・利用状況照会(貸出・予約・

貸出履歴)・購入依頼/ILL 依頼・貸出更新・My

ブックシェルフ・アラートメール設定・オンラ

インレファレンス・投書・利用者レビュー・ 認

証サーバ連携（AD・LDAP・Shibboleth）・電子書

籍 SSO 等 

 

３）無償バージョンアップで常に最新のネオシ

リウスを 

 大学図書館システムとして必要な機能や仕様

変更を、すべてのお客様にバージョンアップと

してご提供しております。 

・バージョンアップ時期 

 年 1～2 回のペースで実施。1回のバージョン

アップにつき、10～100 項目程度の改修を含ん

でいます。 

・バージョンアップ内容 

 OS や NACSIS-CAT/ILL 等のバージョンアップ

に応じた環境要因の他、ユーザ要望についても

優先度やコンセプトとの合致度などを判断し、

積極的にバージョンアップに組み込んでいます。 

 なお、カスタマイズをした場合でも、カスタ

マイズプログラムはパッケージに組み込まれま

すので、ネオシリウス標準のバージョンアップ

の適用に支障を与えることはありません。いつ

でも最新のネオシリウスをご利用ください。 

 私たちは常に最先端の技術をもって、図書館 

 

に新しいエクスペリエンスをご提供していきた

いと考えております。 

 

４．おわりに 

 私たち NJC には、日ごろからお仕事をいただ

いている「図書館」というコミュニティに対し

て、何らかの貢献がしたいという強い思いがあ

り、ICT サービスの側面から、本とお客様がつ

ながることを支援する様々な活動を続けてきま

した。 

 「産学連携プロジェクト」もそうした活動の

一つであり、今回ご紹介した「オリジナル読書

手帳」製作以外にも、複数の大学様の司書課程

授業にて、「ネオシリウス・クラウド」の環境を

ご提供し、実際のシステムを使って図書館の業

務や各データの意味を理解する演習や、未来の

図書館システムについてのディスカッションに

参加するなどの活動を実施してきました。いず

れのプロジェクトも通常の企業活動では得難い

経験や学びが得られる貴重な機会となっており

ます。 

 これからも学習や人格形成における読書が持

つ多大なパワーを信じ、「心つかむ一冊が、人生

を変えることがある」をキャッチフレーズに、

図書館情報システム「ネオシリウス」シリーズ

を進化させながら、日本の読書環境をより良く

するためにチャレンジしてまいります。 

 

 

 

 



 

 
*東京農業大学学術情報課程 〒156-8502 東京都世田谷区桜丘 1-1-1 

Tokutaro MURAKAMI, Scientific Information Program, Tokyo University of Agriculture.1-1-1 Sakuragaoka, 

Setagaya-ku,Tokyo,156-8502, Japan 
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『日本十進分類法』（新訂 10版）のすすめ（第 7回） 

A Series on Recommendation of  “Nippon Decimal Classification”  (Newly rev. 10th ed.) （7th part） 

１．はじめに 

我が国の図書館界における標準分類法である

『 日 本 十 進 分 類 法 』（ Nippon Decimal 

Classification、以下『NDC』）は、1929（昭和

4）年 8月 25 日に初版が刊行され、2019年は刊

行 90 周年の節目であった。この節目のタイミン

グに合わせて、我が国の多くの図書館関係者に

おける標準分類法である『NDC』の新訂 8 版から、

新訂 9版を経て最新の新訂 10 版までを、様々な

観点から比較検討することで、本誌においても

新訂 10 版について理解を深めるためのシリー

ズ企画が始まった。 

2020 年にはいり、世界中で新型コロナウイル

ス感染が蔓延してパンデミックの状態となり、

多くの方々が犠牲になり、いまだ現在進行形の

人類にとっての大きな問題である。この影響は

あらゆる方面に影響を及ぼしているが、国内の

大学教育へは、文部科学省の 2020 年 6月 1日時

点調査によれば、遠隔授業のみ実施している大

学は、全大学の約 6 割の 641 校、面接授業と遠

隔授業を併用して実施している大学は、全大学

の約 3 割の 322校、面接授業のみ実施している

大学は、全大学の約 1 割の 103 校であった１）。

日本図書館協会は、大学での図書館情報学授業

支援のため、『NDC』新訂 10 版をはじめ、『日本

目録規則 1987 年版』改訂 3版、『基本件名標目

表』第 4版の三大ツールの PDF によるオンライ

ン配信サービスの対応を始めた。具体的には、

日本図書館協会に利用申請手続きをすることで、

申請条件に見合えば、三大ツールの PDFを 2020

年度に限り、オンライン配信にかかわる著作権

に関する特例的な措置（利用の許諾）を講じて、

授業で使えるように提供してもらえるというも

のであった２）。筆者も申請許諾を得た上で、授

業で印刷媒体の『NDC』を使用できない代わりに、

遠隔授業を通して初めて PDF の『NDC』を使用し

て教えるという、とても貴重な体験を実践して

いる。 

さて、前回は、一般補助表の中の地理区分に

ついて説明した。特に三重県については、第１

版では近畿地方に分類されていたが、戦後、東

海地方への括りから中部地方に分類が変更とな

ったことなどを紹介した。今回は、「一般補助表」

の海洋区分について述べる。本論の構成は、海

洋と海洋区分との関係、補助表としての海洋区

分は『NDC』新訂 9 版から誕生、海洋区分展開元

の 299 は漂流記から誕生、カスピ海とアラル海

の共通は漁業、海洋区分の付加分類記号は

557.78 が最多、という順序・展開である。なお、

版表示における「新訂」は、以後、省略する。 

 

２．海洋と海洋区分との関係 

 海洋とは、「大洋と付属海に分けられる。大洋

は面積が広く，独立の海流系をもつ海で，太平

洋，大西洋，インド洋の三つに分けることが多

い。付属海は大洋の海流の影響を受ける海で，

浅くて独立の海流系がない。付属海は地中海と

縁海に二分される。地中海は二つ以上の陸地に

囲まれた海で，北極海，ヨーロッパ地中海，ア

メリカ地中海，東インド諸島海などの大地中海 

一般補助表(3)：海洋区分について 

Regarding the Auxiliary tables(3)：Sea division  

村上 篤太郎* 
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と，バルト海，紅海，ペルシア湾などの大陸へ

深く入った湾の小地中海がある。縁海は島や半

島で不完全に大洋と区切られた海で，ベーリン

グ海，オホーツク海，日本海，北海など（以下、

略）。３）」（下線は筆者）という説明がある。こ

こでの大洋と付属海のことを知っていることで、

『NDC』における海洋区分を理解しやすくなる。 

 『NDC』10 版における海洋区分は表１のとお

りである。上記の引用した説明に従えば、「大洋」

には、太平洋、インド洋、大西洋の３つが該当

し、その他はすべて「付属海」ということにな

り、この付属海は、「地中海」と「縁海」に２分

される。 

また、他の資料によれば、付属海の地中海を、

「北極地中海」、「アメリカ地中海」、「ヨーロッ

パ地中海．黒海」、「濠亜地中海」（インド洋と太

平洋の間の地中海）の 4 区分が示され、それぞ

れ面積は、14.090、4.319、2.966、8.143(単位

はいずれも 100 万 km2)であった。この他にバル

ト海、ハドソン湾、紅海、ペルシア湾を加えた

「全地中海」という枠組みを示しており、全地

中海の面積は 31.849（100万 km2)であった。イ

ンド洋の面積が 74.917（100万 km2)のため、全

地中海の面積を持ってしてもインド洋の半分弱

ではあるが、その他の縁海とは１桁多い存在に

なっている４）。通常、世界地図に記載されてい

る地中海とは、ヨーロッパの地中海であること

はお馴染みである。ところが、地中海には付属

海の筆頭でもあることから、地中海の海洋区分

「－6」は、大洋と同じように一桁が付与されて

いることは理解できることであった。 

 また、「七つの海」という表現がある。この七

つとは、太平洋と大西洋を赤道で二分して、北

太平洋、南太平洋、北大西洋、南大西洋、それ

にインド洋、北極海、および南極海の７つであ

る５）。再び、『NDC』10 版の海洋区分に目を転じ

ると、確かに「七つの海」は活かされている。

それは北太平洋、南太平洋、インド洋、北極海、

南極海は一桁の海洋区分、北大西洋「－51」、南

大西洋「－57」は二桁の海洋区分となっている。

しかし、北太平洋「－2」と南太平洋「－3」は、

太平洋「－1」と同じ桁数であっても、区分項目 

名は１字下げされていて、二桁の北大西洋、南 

 

 

大西洋と同じ階層である。これは、『NDC』の特

徴である「縮約項目」である。すなわち、北太

平洋、南太平洋、に対して、数字としては太平

洋と同じ桁数（一桁）の記号を付与しているが、

実際には太平洋の下位概念であるため、そのこ

とを示すために１字下げされている。 

 『NDC』10 版の海洋区分において、多くの区

分には二桁の海洋区分が与えられている。なか

でも、「－68カスピ海〔黒海〕」と「－69アラル

海」の二つが、大洋を示している一桁の海洋区

分と同じ階層レベルにある。すなわち、区分の

数字から見れば、「－6 地中海」の下位に位置す

る数字であるはずのカスピ海とアラル海が、同

じ階層である。これは、『NDC』の特徴である「不

均衡項目」である。なぜ、この２か所が不均衡

項目になっているのか、理由は定かではない。

おそらく地中海に直接つながっていないが、地

理的に地中海に近いということから―6 の中に

含まれており、そのような関係を示すために、

不均衡項目に設定しているのではないかという

推測である。しかし、ではなぜこの２つが海洋

区分に採用されたのかについても調べてみる必

要があり、それについては後述する。なお、「－

67 黒海」は地中海の近海であるが、「周りを大

陸に囲まれた内海で、ダーダネルス海峡、マル

マラ海およびボスポラス海峡を通じて地中海と

つながっている６）。」ということから、地中海

の下位概念であることに問題はない。 

 

３．補助表としての海洋区分は『NDC』9 版から

誕生 

海洋区分とは、地球上の海洋を列挙した補助

表である。主題をそれぞれの海洋という区分特

性により細分する場合に適用する。細目表に「＊

海洋区分」という注記がある以下の 3 種類の分

類項目のみに、海洋区分を適用することができ

る。他の一般補助表と比較すれば、非常に限定

的な補助表である。その３種類の分類記号とは、

『NDC』10版では、以下の通りである。 

 

451.24  海洋気象誌 →：557.35；663.2        

452.2  海洋誌 

557.78  水路誌．海図．水路報告 
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一般補助表の定義は、「一般補助表は細目表の

全分野で適用可能なものから、特定の類に限定

されるものまで含むが、部分的であっても二つ

以上の類で使用される補助表である」７）となっ

ている。海洋区分はわずか 3 種類の分類記号で

の使用ではあるが、二つ以上の類（ここでは 4

類と 5 類）で使用される補助表ということで、

一般補助表に含まれている。なお、海洋区分が

使用できる 3 種類の分類記号では、地理区分は

使用できない。また、近年の国際情勢を反映し

て、太平洋沿岸のような「沿岸」という括りを

扱った資料も多くなっているが、このような「〇

〇沿岸」を表す記号はない８）。 

 『NDC』9 版における海洋区分は、前述した『NDC』

10 版と同様、3 種類の分類記号のみに使用でき

るものであった。『NDC』8版には、「序説」にお

いて、海洋区分の存在はなかった。しかしなが

ら、該当する 3 種類の分類記号を見てみると、

次のようになっていた。 

 

 451.24  海洋気象 →：557.35；663.2        

452.2  海洋誌  ＊299 の如く海洋区分を

する 

557.78  水路誌．海図．水路報告 

  

ここで注目しておきたいのは、452.2 の注記

である。『NDC』8 版では、補助表としての海洋

区分は存在していないが、452.2 の注記におい

ては、「海洋区分」という表現が使われていた。

このことからわかるように、299 海洋が海洋区

分の発生源となっていた。もとより、『NDC』10

版の「各類概説」の２類において、「一般補助表

の海洋区分は、海洋（299）における海洋別区分

を展開したものである」と記載されている９）。

その証拠に、299 の海洋の分類記号を、『NDC』

10版と 9 版とにおいて、海洋区分の数字と比較

したところ、完全に一致していた（表１参照）
10）。さらに、『NDC』10 版の相関索引において、

海洋区分は、「**」（アステリスク）二つを冒頭

につけて掲載されており、その収録状況を確認

した結果、すべての海洋区分は相関索引に掲載

されていた（表 1 参照）。 

なお、海洋区分が存在していなかった『NDC』 

 

8版の分類記号 299と、『NDC』10版の分類記 

号 299 とを比較すると、次のような 3点の軽微

な変化が見られた。 

①名称の変化 

・『NDC』８版では、299.25 東海、299.26 南  

 海 

 → 『NDC』10 版では、299.25 東シナ海、

299.26 南シナ海 

②字下げ、字上げの変化 

 ・『NDC』８版では、299.56 メキシコ湾．カ

リブ海が、299.55 ハドソン湾よりも１字

下げ 

 → 『NDC』10版では、299.56 メキシコ湾．

カリブ海は 1 字上げをして、299.55ハド

ソン湾と同じ位置 

 ・『NDC』８版では、299.68 カスピ海と 299.69

アラル海は、299.67 黒海と同じ位置 

 → 『NDC』10 版では、299.68 カスピ海と

299.69 アラル海は、299.67 黒海よりも 1

字上げとなり、地中海と同じ位置 

③削除 

・『NDC』８版では、299.66 レヴァント海が存

在していたが、『NDC』9 版からは削除 

 

４．海洋区分展開元の 299 は漂流記から誕生 

前章で、299 海洋が海洋区分の発生源となっ

ていたことに言及した。そこで、この 299 海洋

がいつから存在していたかを調べると、『NDC』7

版からであった。『NDC』7版以前の時代、『NDC』

訂正増補 3版から 6-A版までの 299は「漂流記」

として使用されていたことを確認した。『NDC』6

版および 6-A 版における 299 には、注として、

「298（探検記．発見史）及び 299 は地理区分で

きないもののみを収め、一地域に関するものは

291（日本）－297（オセアニア）に収める 11）」

という記述があった。 

漂流記と海洋とは関連があることは想像に難

くない。『世界大百科事典』内における「漂流記」

について、以下のように言及していた 12）。 

 

…昔から難船漂流の悲劇は洋の東西を問わず

きわめて多い。漂流には学術上の目的で行った

ものと，海難事故によるものがあり，前者では 
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1947 年 T.ヘイエルダールが人類学上の自説を

立証するため，〈コン･ティキ号〉と名づけたい

かだで太平洋横断を決行した例(《コン･ティキ

号探検記》)，52 年アラン･ボンバールが海の魚

とプランクトンだけを食べ，海水と雨水で渇き

をしのぎ，単身〈異端者号〉と名づけたゴムボ

ートで大西洋横断漂流に成功した例(《実験漂流

記》)，日本では数次の漂流実験後，75 年斎藤

実が〈ヘノカッパ II 世号〉でサイパン島から沖

縄に向かって漂流実験した例(〈漂流実験〉)な

どが著名である。四面環海の日本では後者の海

難漂流が多く，古くは 7 世紀の遣唐使船の漂流

以来，その例が多く，とくに近世には大量に発

生した。 

 

このように、当時の日本図書館協会分類委員

会が、漂流記と海洋との関係を思い浮かべたか

どうかは不明であるが、『NDC』7 版からは分類

記号 299 の漂流記が転じて海洋となり、かつ、

地域ごとに海洋の分類が展開されるようになっ

たのは事実であった。先の引用の中にもあった

『コン･ティキ号探検記』の分類記号も国立国会

図書館の蔵書には、299.1 の分類記号が付与さ

れていた。なお、『NDC』7 版において、漂流記

は「290.9 紀行および案内記．漂流記」へ変更

となり、『NDC』10 版では「290.9 紀行」のもと

に、「.91 探検記」「.92 漂流記」「.93 旅行案内

記」に展開されている。相関索引では、それぞ

れ「29△091」、「29△092」、「29△093」で登録さ

れており、△には地理区分を入れて使用するこ

とになっている。 

 

５．カスピ海とアラル海の共通は漁業 

 再び、海洋区分であるカスピ海もアラル海に

話を戻すと、いずれの名称にも「海」がついて

いるが、地図上では湖のように見える。カスピ

海は世界最大の湖と言われており、周辺の５か

国（アゼルバイジャン、イラン、カザフスタン、

ロシア、トルクメニスタン）で 20 年以上にわた

って、湖か海かの論争をしてきた結果、事実上、

海ということで決着したのは 2018 年のことで

あった 13）。ブリタニカ国際大百科事典の解説に

よれば、「（以前略）カスピ海はかなり新しい地 

 

 

質時代まで，アゾフ海，黒海，地中海を経て外

洋と結ばれていたことが科学的に明らかにされ

ており，最高 13.2%の塩分を含む塩湖となって

いる。ボルガ川開発などにより，近年水位は低

下の一途をたどっている。中世以来ヨーロッパ

とアジアを結ぶ交易路として利用され，今日で

も内陸水路として重要。漁業も盛んでキャビア

の世界的産地として知られるが，湖面低下の影

響で生産量は減少しつつある。（以下略）14）」。

とあるように、もともとは海であり、内陸水路

としても重要で、漁業も盛んで、石油資源もあ

る。 

アラル海も、カザフスタンとウズベキスタン

にまたがる塩湖である。かつて日本の東北地方

とほぼ同じ湖面積があった世界第 4 位の大湖が、

わずか半世紀で10分の1にまで干上がってしま

った。アラル海が縮小した原因は、中央アジア

を流れてアラル海に注ぎ込む２本の大河の水を

無計画に大量に使ったとされている。広大なア

ラル海の急激な縮小で漁場が遠ざかり、塩分濃

度が上がって魚がいなくなり、各地の漁村は壊

滅的な打撃を受けた。干上がった湖底からは、

今でも塩が混じった砂が吹き寄せてくる 15）。 

さて、『NDC』7 版から、299海洋が設定された

ことは既に述べた。『NDC』7 版の 299 には、分

類項目名の次行に、『NDC』10 版でいえば注記に

相当するものとして、「〔この海洋区分は、海洋

誌、漁業その他に用いるが、陸地の地理区分と

併用しない〕16）」（下線は筆者）と記載されてい

た。ここで、『NDC』としては、初めて「海洋区

分」という記載が登場した。そして、カスピ海、

アラル海の説明の中でも出てきた共通の漁業が、

海洋区分となる関連性があるのではないかと推

測して、調べてみた。 

今西、飯田は、「ソ連の漁業開発の歴史と現状
17）」において、1930 年、1940 年、1950 年、1960

年、1970 年、1974 年という時間軸で、当時のソ

連の主要地区別の漁獲高を示していた。その主

要地区の内訳は、「ソ連全体」「うち西部海区」

「極東海区」「北部海区」「アゾフ海・黒海区」

「カスピ海区」「その他」となっていた。この中

で「アゾフ海・黒海区」は、まさにアラル海・

黒海のことであり、カスピ海とともに、主要な 
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地区に組み込まれていた。「アゾフ海・黒海区」

の漁獲量は、時間軸の順に、1.45、2.21、2.83、

5.87、10.38、12.89（単位は 100 万ツェントネ

ル 18）)で、全体での漁獲高率は 11%から 13%とわ

ずかな変化であった。他方、「カスピ海区」の漁

獲量は、時間軸順に、6.04、3.22、3.13、3.78、

5.29、4.62 で、全体での漁獲高率は 47%から 4％

に減少していた。該当する本文を引用すると、

次のとおりであった。 

 

南部地区（カスピ海およびアゾフ海・黒海）

は伝統的にソ連漁業の中心的な役割を担ってき

たが、資源の制約性が強い内水域に立地してい

るため、漁獲高は停滞している。戦後、その他

の海区における遠洋進出・漁獲急増の下で、そ

の地位は低下してきた。政策面でも、南部内水

域の資源を温存・回復するため、漁獲強度を抑

制する措置がとられている。 

 

これらのことから、カスピ海もアラル海も、

以前は漁業が盛んであったことから、前述した

『NDC』7 版の 299 の注記における、「この海洋

区分は、海洋誌、漁業その他に用いる」の漁業

に該当できた海との関わりがあったことから、

海洋区分に含まれていたものと推測できる。 

 

６．海洋区分の付加分類記号は 557.78 が最多 

日本は四方が海に囲まれている海洋国家であ

る。四方の海とは、オホーツク海、日本海、太

平洋、および東シナ海である。海洋国家ゆえに、

海洋区分の付与数も、相当数あるのではないか

と想定し、海洋区分が付与される 3 種類の分類

記号（451.24、452.2、557.78）のもとで、海洋

区分の付与実績を調べてみた。調査の方法は、

次のとおりであった。 

使用データベース：NDL ONLINE の詳細検索 19） 

検索方式： 

①資料種別を「図書」に限定した。 

②分類において「NDC」をプルダウンで選択し、

前述の 3 種類の分類記号を個別にそれぞれ海洋

区分の１桁目までの分類記号の最後に半角*を

つけて、前方一致検索とした。 

③ヒットした書誌に対して、一点ずつ「詳細 

 

な書誌情報を表示」を確認し、分類（NDC）の版 

次が 9 版、あるいは 10 版であることを確認し、

分類記号で海洋区分が付加されていることを確

認しカウントした。 

検索結果は、次のとおりであった。 

＜451.24＞ －1（太平洋）に２件、－23（日本

海）に１件 

合計 3件 

＜452.2＞ －１が 6 件、－2（北太平洋）が 3

件、－23 が 7 件、－8（南極海）

が 2 件 

合計 18件 

＜557.78＞ －２が 109 件、－23 が 25 件、    

－26（南シナ海）が 4 件、 

－33（ジャワ海）が 2 件、－4（イ

ンド洋）が 3 件、 

－45（ペルシア湾）が 1 件 

合計 144 件 

結果は、全体的に付与の少なさが目立った。

合計件数から比較すれば、557.78 が最も海洋区

分が付加されているが、反対に 451.24 は最も海

洋区分の付加が少ない状況であった。557.78の

144 件のうち、141 件の書誌の著者は海上保安庁

であった。557.78 は水路誌．海図．水路報告で

あるため、海上保安庁による北太平洋、日本海、

南シナ海を中心とした、水路報告、海図につい

ての成果物、報告書の類に、海洋区分が付加さ

れた分類記号が主題分析に貢献しているものと

思われた。 

なお、３種類の分類記号において、海洋区分

としての実績がない 2 桁の区分は次のような区

分である。－21（ベーリング海）、－22（オホー

ツク海）、－24（黄海）、－25（東シナ海）、－28

（カリフォルニア湾）、－31（スル海）、－32（セ

レベス海）、－34（バンダ海）、－35（アラフラ

海）、－36（珊瑚海）、－37（タスマン海）、－41

（ベンガル湾）、－42（アラビア海）、－46（紅

海）、－51（北大西洋）、－52（北海）、－53（バ

ルト海）、－55（ハドソン湾）、－56（メキシコ

湾．カリブ海）、－57（南大西洋：ギニア湾）、

－61（リグリア海）、－62（チレニア海）、－63

（イオニア海）、－64（アドリア海）、－65（エ

ーゲ海）、－67（黒海）、－68（カスピ海〔裏海〕）、 
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－69（アラル海）。 

このような使用実績のもと、これほどまでの 

海洋区分を用意しておく必要があるのか疑問を 

抱くかもしれないが、前述した 299 海洋と歩調

をあわせた形式を用意したことによるからであ

る。 

 

７．おわりに 

 本稿は、我が国の図書館関係における標準分

類法である『NDC』8 版以前から、最新の 10 版

までを、一般補助表の一つである海洋区分につ

いて比較検討を行った。海洋区分が付与できる

分類記号が 3 種類しかないため、おのずと海洋

区分 が付加されている分類記号は、現時点で

は少ないことも判明した。 

今後の課題としては、前述した『NDC』7 版に

おける 299 の注記（「この海洋区分は、海洋誌、

漁業その他に用いるが、陸地の地理区分と併用

しない」）より、カスピ海とアラル海は漁業が盛

んだったことを確認したが、海洋誌からの検討

は未着手のため、検討が必要である。また、漁

業については、魚の棲息地は海洋単位であるこ

とから、487.52 魚類誌．分布との関係も比較考

察の対象として必要かどうかを見極める必要が

ある。さらに、本来であれば海洋区分が付与さ

れるべき著作に対して、付与されていない割合

の存在、他方で、海洋区分が付与されている分

類記号への検索における海洋区分の利用度など、

海洋区分の多角的な考察が課題としてあげられ

る。 

『NDC』8 版からみれば 36 年後に刊行された

『NDC』10 版は、森羅万象を体系化している図

書館界の知であり、引き続き丁寧に紐解いてい

きたい。 
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表 1 海洋区分一覧と分類記号 299 との照合 

海洋区分記号 海洋区分項目名

『NDC』10版、9版

における299の分類

記号4桁目以降

『NDC』10版

相関索引での

掲載ページ

－1 太平洋 .1 pp.157

－2 　北太平洋 .2 pp.58

－21 　　ベーリング海 .21 pp.223

－22 　　オホーツク海 .22 pp.35

－23 　　日本海 .23 pp.191

－24 　　黄海 .24 pp.81

－25 　　東シナ海 .25 pp.205

－26 　　南シナ海 .26 pp.235

－28 　　カリフォルニア湾 .28 pp.50

－3 　南太平洋 .3 pp.235

－31 　　スル海 .31 pp.140

－32 　　セレベス海 .32 pp.148

－33 　　ジャワ海 .33 pp.116

－34 　　バンダ海 .34 pp.204

－35 　　アラフラ海 .35 pp.15

－36 　　珊瑚海 .36 pp.103

－37 　　タスマン海 .37 pp.159

－4 インド洋 .4 pp.23

－41 　ベンガル湾 .41 pp.223

－42 　アラビア海 .42 pp.15

－45 　ペルシア湾 .45 pp.223

－46 　紅海 .46 pp.81

－5 大西洋 .5 pp.157

－51 　北大西洋 .51 pp.58

－52 　　北海 .52 pp.229

－53 　　バルト海 .53 pp.203

－55 　　ハドソン湾 .55 pp.201

－56 　　メキシコ湾．カリブ海 .56 pp.238, pp.50

－57 　南大西洋：ギニア湾 .57 pp.235, pp.59

－6 地中海 .6 pp.164

－61 　リグリア海 .61 pp.250

－62 　チレニア海 .62 pp.169

－63 　イオニア海 .63 pp.17

－64 　アドリア海 .64 pp.13

－65 　エーゲ海 .65 pp.29

－67 　黒海 .67 pp.94

－68 カスピ海〔裏海〕 .68 pp.45

－69 アラル海 .69 pp.15

－7

北極海〔北氷洋〕

　　グリーンランド海、バレンツ海、

　　白海、カラ海、バフィン湾

.7

pp.229

pp.70, pp.203

pp.200, pp.50

pp.202

－8 南極海〔南氷洋〕 .8 pp.189
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海外図書館の最新動向 第 21 回 

１．はじめに 

 みなさんは「シンガポール」という国名から、

何をイメージするだろうか。常夏の島国、魅力

的な観光資源やグルメ、湾岸のユニークな建物

（図 1）、国際色豊かな多民族国家、アジアの金

融センター、厳しい罰金制度など、シンガポー

ルには様々な顔がある。 

しかし「シンガポールの図書館」と聞いて、

図書館の建物やサービスが脳裏をよぎる人は多

くはないだろう。シンガポールの図書館はこの

四半世紀で大きな刷新を遂げ、今や世界有数の

サービス水準を持つ図書館として、世界中の図

書館人の耳目を集めている。そこで本稿では、

常に新たな挑戦を続けるシンガポールの図書館

の魅力についてお伝えする。 

 今でこそ国際経済におけるシンガポールのプ

レゼンスは大きいが、今日に至るまでのシンガ

ポールの歩いてきた道のりは決して平坦なもの

ではなかった。シンガポールの国土面積の大き

さはよく、東京 23 区全体や淡路島と同じと評さ

れるが、非常に小さい。「国内一周」旅行をして

も、一日あれば十分廻れてしまう。国内に天然

資源はほとんどなく、水すら隣国マレーシアか

らの輸入に頼っているほどである。さらに周囲

を、インドネシアやマレーシアなどの東南アジ

アの大国に囲まれているため、1965 年の独立時

には国の存続すら危ぶまれたほどであった。 

だが元首相のリー・クアンユー率いる人民行

動党政権による卓越した行政手腕や国民管理の

もと、アジア経済危機やグローバル化に伴う国.

際環境の大きな変化の中においても着実に発展

を遂げ、国際社会での存在感を高めてきた。今

やシンガポールの一人当たり GDP 値は日本の値

を上回っており、高い教育レベルや優れた都市

環境システム、欧米先進国並みの高い賃金、企

業等への税制優遇措置など、国外から多くの人

が移住する国際的都市国家に成長した。 

 「多民族国家」シンガポールの統計では、「シ

ンガポール人」の内訳は、華人 74%、マレー系

13%、インド系 9%等であり、多くは中国（主に

福建や広東など中国南部）にルーツがある華人

である。1965 年の独立以降人口は増え続けてい

るが、民族の比率は高度な政治判断もあり、ほ

ぼ同じ比率を保っている１）。公用語も英語・華 

シンガポールの国立・公共図書館 
National/Public Libraries in Singapore 

宮原 志津子＊ 

図 1 新たなランドマークであるマリーナ地

区（筆者撮影） 
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語・マレー語・タミル語の四言語であり、各民

族に配慮されている。シンガポールでは独立以

降、深刻な民族対立は起こっていないが、それ

は政府が国内に住む様々な民族の価値を相互に

認め共生を図ることが、国内の政治的・経済的

な安定を図るための最も重要な国是であると認

識しており、様々な政策を行っているからであ

る。図書館を含めた公的機関は、シンガポール

人としての統合と多民族の共生に向けた様々な

施策を行ってきた２）。次に、コミュニティにお

ける図書館の位置づけについて述べる。 

 

２. 公共図書館ネットワーク 

 都市国家シンガポールには地方自治体がない

ため、国立図書館庁（National Library Board）

が国立図書館と公共図書館を運営している。今

日の図書館発展の重要な転機となったのが、

1992 年に発表された図書館情報政策 Library 

2000 である。1990年代はシンガポールが「中進

国から先進国へ」を掲げて様々な国家開発がな

されていた時期であるが、中でも ICT を活用し

た行政サービスの改革が進められており、図書

館においても欧米先進国並みの「世界トップリ

ーグの図書館」になるべく、大規模な財政投入

がなされた。特にそれまで手薄だった図書館ネ

ットワークを拡大するべく、国内の様々なエリ

アに公共図書館が建築された。その結果、1992

年の図書館改革以前には 7 館しかなかった公共

図書館は、2020 年現在では 26 館まで増えてい

る。 

 公共図書館は、各コミュニティに置かれてい

る。シンガポール国民の約 8 割は公営住宅（HDB 

 

住宅、図 2 参照）に住み、公共交通機関を利用

して生活している人が多い。各コミュニティは

HDB 住宅を中心に、鉄道駅や大型バスターミナ

ルが整備され、モールやマーケットなどの各種

店舗、フードコートやホーカーズ（屋台村）、銀

行、病院、公園等を備えたタウンセンターが設

けられている。公共図書館の多くは、駅近くの

単独館、もしくは駅やバスセンタ―に近いショ

ッピングモールや公共複合施設の中に入ってお

り（図 3 参照）、アクセスがしやすい場所に設け

られているのが特色である。 

 

３．地域図書館 

 26 館ある公共図書館は、大規模の地域図書館

（regional library）3 館と中小規模の公共図

書館（public library）23館がある。 

地域図書館は館内面積や蔵書規模が公共図書

館よりも大きく、 2 館が単独施設、1 館がショ

ッピングモールとの複合施設となっている。図

書館情報学や情報学の修士号を持つ専門ライブ

ラリアンが配置され、公共図書館では対応でき

ない高度な専門的なレファレンスサービスも行

うなど、公共図書館をバックアップする図書館

である。本稿では例として、地域図書館の一つ

である、ジュロン地域図書館（Jurong Regional 

Library、図 4参照）を紹介しよう。 

 ジュロンはシンガポール西部の郊外に位置す

る、国内最大の工業地域である。近年は宅地開

発も進み若い世代を中心に居住者も増えており、

駅前には大きなショッピングモールがあるため、

昼夜問わず人通りが多いにぎやかなエリアだが、

その一角にジュロン地域図書館がある。地下 1 

図 2：HDB 住宅（筆者撮影） 

図 3 MRT 駅直結の複合施設（筆者撮影） 
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階、地上 4 階建ての立派な単独施設である。シ

ンガポールの図書館は館内にカフェを併設して

いる図書館が多く、ジュロン地域図書館にも 1

階に広いカフェスペースを設けている。蔵書の

言語は英語ものが大半であるが、他の公用語（華

語・マレー語・タミル語）別の書架もある、ま

たシンガポール国内の書籍出版数は非常に少な

いため、欧米の出版社の洋書も多く並んでいる

が、国内で出版された小説などを集めたエリア

「シンガポール・コレクション」も設けられて

いる。 

ジュロンは新興地域で比較的若年層の利用が

多いせいか、他の図書館と比べてヤングアダル

トサービスや児童サービスに特に力を入れてい

る。筆者が訪問した時は日曜日の午前中で、児

童向けのイベントを行っていたこともあり、未

就学児から小学生くらいの利用者が多く訪れ、

イベントに熱心に参加していた光景が印象的だ

った。 

 

 

 

４．公共図書館 

 公共図書館の中心的な図書館である中央図書

館（Central Public Library）は、国立図書館

の地下 1 階にある。つまり国立図書館と公共図

書館が同じ建物にあるという、世界的にも珍し

い図書館である（図 5参照）。中央図書館の児童

コーナーには大きな「木の家（My Tree House）」

があり、子どもたちが森の中で読書ができるよ

うな空間になっている。 

  また市民だけでなく、観光客なども多く行き

交う中心部にも図書館が設けられている。たと

えばオーチャード図書館（library@orchard）は、

シンガポールで最も賑わう繁華街のショッピン

グモールの中にある公共図書館である。おしゃ

れなブックカフェのような外観とクールな内装

は、良い意味で図書館のイメージを裏切るであ

ろう。オーチャードは東京の新宿や渋谷のよう

なロケーションということもあり、他の公共図

書館に多い高齢者やファミリーではなく、10代

から 20代の若者の利用が圧倒的に多い印象を 

図 4 ジュロン地域図書館入口（上），館外

の予約本受取ロッカー（下）（筆者撮影） 図 5：中央図書館入口（上），公共図書館と

国立図書館（レファレンス図書館）の館外

サインが並んでいる（下）（筆者撮影） 
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受ける。現在のオーチャード図書館は数年前に

場所を移動して開館しているのだが、以前の図

書館は日系の高島屋百貨店の中、紀伊國屋書店

の真上の階にあり、当初から図書館の利用が少

ない青年期の若者の利用向上を目指して開かれ

た図書館であった。なおショッピングついでに

訪れたであろう外国人観光客の姿も多く目にす

るが、シンガポールやアジアの出版文化を国内

外の来館者に紹介するショーウィンドー的な役

割も果たしているのである（図 6 参照）。 

次にチャイナタウン図書館（library@chinatown）

を紹介したい。シンガポール南部にあるチャイ

ナタウンは、文字通り中華系のレストランや土

産物などが軒を並べるエリアであり、日本の横

浜や神戸の中華街と似た雰囲気がある。チャイ

ナタウン図書館は、MRT チャイナタウン駅に隣

接している大型ショッピングモール内にある、

中国の文化・芸術をテーマとした公共図書館で

ある。中国の書や画、音楽などを中心に、歴史

や哲学、健康、伝統工芸なども含めた図書が収

集されており、他の公共図書館にあるような洋 

 

 

書などはない。さながら専門図書館に近い雰 

囲気である。蔵書の 65%は中国語で書かれたも

のが収集されており、華人コミュニティも選書

に関わっている３）。館内には中国の書や絵画な

ども多く飾られており、ホールでは中国文化関

連のイベントが頻繁に行われるなど、シンガポ

ールの華人コミュティの拠点の一つとなってい

る。 

 チャイナタウン図書館は、市民の寄付によっ

て開かれ、市民ボランティアが運営している国

内唯一の図書館である（図 7 参照）。2013 年の

開館にあたってシンガポールの企業と仏教寺院

が資金を出し、その後も蔵書の購入は寺院から

の毎年の寄付で賄われている。「コミュニティに

よる、コミュニティのための」図書館と称して

いるように、図書館のサービス業務は研修を受

けた華人ボランティアが行っている４）。分類別 

図 7 チャイナタウン図書館入口（上） 

図書館ボランティアの紹介（下） 

（筆者撮影） 

図 6 オーチャード図書館（筆者撮影） 
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に並んでいる書架は担当制になっており、各書

架には整理を担当するボランティアの顔写真と

紹介文が飾られている。だがその業務は、本の

返却作業と書架への配架の整理業務などの単純

業務に限られている。利用者対応のカウンター

はないため、図書館員への質問はすべてインタ

ーネット電話「サイブラリアン・キオスク

（Cybrarian kiosk）」を通して行う必要がある

など、他の公共図書館と比べてサービスの違い

がみられる。 

 

5．国立図書館／レファレンス図書館 

 シンガポールの国立図書館は独立前の 1960

年に開館したが、現在の国立図書館は場所を移

転し 2005 年に新たな建物で開かれた。近くには

世界的に有名なラッフルズホテルがあり、大学

や国立博物館なども同じエリアにあるなど、国

の文化・教育の中心地にある。旧国立図書館は、

かつての宗主国であるイギリスの雰囲気を残し

たレンガ造りのこぢんまりとした図書館だった

が、現在の建物はガラス張りの 16 階建ての近未 

 

来な建物であり、圧倒的な存在感を醸し出して

いる（図 8参照）。先にも述べたように、公共図

書館の中央図書館と同じ建物であり、国立図書

館は 7階から 11 階において、リー・コン・チア

ン・レファレンス図書館（ Lee Kong Chian 

Reference Library）としてサービスを行ってい

る。また 14階には国立図書館庁の本部が入居し

ている。 

 先にも述べたように、公共図書館の中央図書

館と同じ建物であり、国立図書館は 7 階から 11

階において、リー・コン・チアン・レファレン

ス図書館（Lee Kong Chian Reference Library）

としてサービスを行っている。また 14 階には国

立図書館庁の本部が入居している。レファレン

ス図書館は、レファレンスサービスに特化した

専門図書館になっており、シンガポール関連の

資料はもちろん、東南アジア地域の資料センタ

ーとして当該地域の資料も積極的に収集してい

る。なおリー・コン・チアン氏はシンガポール

の実業家であり、国立図書館庁への多額の寄付

にちなんでその名が用いられている。 

 

６．ICT 技術を活用した図書館サービス 

 国立・公共図書館では、ICT 技術を活用した

新たな図書館サービスの創出に挑戦し続けてい

る。1990 年代初期から始まった改革は、本の貸

出・返却・登録などのカウンター業務の自動化

から始まり、Wi-Fi による館内インターネット

のフリーアクセス、地域情報のデジタル化と専

用端末インフォペディア（infopedia）の開発と

公開、インターネットを介したレファレンスサ

ービスの専用端末サイブラリアン（Cybrarian）

の開発・公開、電子図書館サービスの充実など、

近隣の東南アジアの図書館はもとより、日本の

公共図書館よりもはるかに速いスピードで新サ

ービスが次々と生み出され、導入されている。 

近年ではスマートフォンの図書館専用アプリ

（NLB Mobile）を開発し、図書館でのサービス

の大半がスマートフォンを介して行うことがで

きるようになっており、館内にあった様々な端

末類が撤去されている。 

 

７．おわりに 

 シンガポールは常に変化を求める国であるが、 

図 8 旧国立図書館（上），現在の国立図

書館（下）（筆者撮影) 
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図書館もまた然りである。積極的に行っていた

サービスが次の年にはなくなっている、あるい

は全く異なるものに形を変えているということ

は日常茶飯事である。図書館研究者としてこれ

ほど面白い国はないが、技術が先行しすぎるあ

まり、図書館専門職員の価値が低くみられてい

るのではないかと危惧することもある。たとえ

ば昨年シンガポールに行ったとき、とある公共

図書館からレファレンスデスクが撤去され、フ

ロアのどこにも専門ライブラリアンがいないと

いうことがあった。フロアで働いているのは配

架作業を行うスタッフのみであり、アプリのポ

スター（図 9）だけが館内のあちこちに掲げら

れていた。要は専用端末だけでなく、専門スタ

ッフまで撤去されたというわけである。 

マイケル・A・オズボーンは論文「雇用の未来」

（2013 年）において、技術革新によって消える

職業をリストアップし、その一つに図書館の補

助職員を挙げたが、今や補助職員だけでなく専

門職としてのライブラリアンの立ち位置、存在

意義は世界的に非常に危ういものになっている。

もしかしたらシンガポールの図書館のあり方は、

世界の図書館界の未来を少しだけ映し出してい

るのかもしれない。だがその光景の中には、図

書館の未来をより良いものへと変えていける可

能性もきっと含まれているだろう。だから水先 

案内人であるシンガポールの図書館から、私た

ちは目をそらすことができないのである。 
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図 9 アプリの機能を説明する館内ポスター

（筆者撮影） 



 

 
＊ 明治大学平和教育登戸研究所資料館 214-8571 神奈川県川崎市多摩区東三田 1-1-1 

Maho SHIINA, the Defunct Imperial Japanese Army Noborito Laboratory Museum for Education in Peace, Meiji University, 

1-1-1 Higashi-Mita, Tama-ku, Kawasaki, Kanagawa, 214-8571, Japan 

 

農図協会誌 No.199 34‐40（2020） 

- 34 - 
 

自 慢 の お 宝 

１．はじめに 
 明治大学生田キャンパスは神奈川県川崎市北部

の丘に位置し、理工学部と農学部を有する。今は

緑豊かでのどかなこの場所だが、戦時中には「陸

軍登戸研究所」という旧日本陸軍が設置した研究

機関が存在し、一般にはその存在が極秘とされて

いた。終戦後、この土地は国が管理するところと

なり、慶應義塾大学予科などへの貸与を経て、

1950（昭和 25）年、明治大学が生田キャンパス

（当時は生田校舎と呼称）設置のために購入した。

その翌年移転してきた農学部により、登戸研究所

が残した建物は大学の施設としてほぼそのまま使

用が開始された。その後、時代に即したキャンパ

ス計画により登戸研究所時代の建物は徐々に取り

壊され、順次新しい校舎に建て替えられたが、大

学が 36 号棟と名付けた建物は登戸研究所が残し

た最後の一棟として偶然残されていた。この 36
号棟が、登戸研究所が戦時中に行ったことがらを

展示する「明治大学平和教育登戸研究所資料館」

となり、2010 年 3 月 29 日に開館した。 
 
２．明治大学平和教育登戸研究所資料館とは 

旧日本陸軍の研究施設をそのまま保存・活用し、

登戸研究所が戦時中に行っていた「秘密戦１）」 に
焦点を当てた全国でも他に類を見ない資料館であ

る。資料館の運営は明治大学が行っており、歴史

教育、平和教育、科学教育の発信地としている。

入館料は無料である。来館者は、開館以来約 10
年で延べ 8 万人を超えた。 
内部は平屋で、常設展示をしている 5 つの展示

室と当時の建物の様子をしのばせる暗室などから

なっている。この建物は開館前まで明治大学農学

部の研究棟の一つとして使用されていたが、登戸

研究所当時の雰囲気を保存、再現するべく建物の

構造はほぼそのままで内部や外観の塗装を施すの

みとし、資料館として新たな命が吹き込まれた。 

 
資料館開館にあたり、明治大学は次の設立趣旨

を掲げた。以来、資料館はこれを指針として活動

している。 
 

写真１ 資料館外観 

秘密にされた陸軍登戸研究所 
―明治大学平和教育登戸研究所資料館― 

Noborito Laboratory, a scret institute during the war:The Defunct Imperial 
Japanese Army Noborito Laboratory Museum for Education in Peace, Meiji 
University 

椎名 真帆＊   
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設立趣旨 

―開館にあたっての明治大学からのメッセージ― 
 
登戸研究所は戦前日本の戦争・軍隊を知る上で、

きわめて貴重な戦争遺跡のひとつです。登戸研究

所は、戦争には必ず付随する「秘密戦」（防諜・諜

報・謀略・宣伝）という側面を担っていた研究所

であり、そのため、その活動は、戦争の隠された

裏面を示しているといえます。 
登戸研究所の研究内容やそこで開発された兵

器・資材などは、時には人道上あるいは国際法規

上、大きな問題を有するものも含まれています。

しかし、私たちはこうした戦争の暗部ともいえる

部分を直視し、戦争の本質や戦前の日本軍がおこ

なってきた諸活動の一端を、冷静に後世に語り継

いでいく必要があると思っています。 
それは、私たち大学と同じ科学研究にあたる場

が、戦争という目的のためには、場合によっては

尋常な理性と人間性を喪失してしまいかねない機

能をもってしまうことを強く自戒するためでもあ

ります。 
私たちは、登戸研究所の研究施設であったこの

建物を保存・活用して「明治大学平和教育登戸研

究所資料館」を設立し、登戸研究所という機関の

おこなったことがらを記録にとどめ、大学として

歴史教育・平和教育・科学教育の発信地とすると

ともに、多年にわたり、登戸研究所を戦争遺跡と

して保存・活用することをめざして地道な活動を

続けてきた、地域住民・教育者の方々との連携の

場としていきたいと考えています。 
2010 年 3 月 29 日 

明治大学 
 
３．各展示室の紹介と登戸研究所の研究内容 
 資料館の順路に従い、各展示室と登戸研究所の

研究内容を紹介する。 
１）レストスペース 
 すべての展示の導入部として戦前から敗戦後に

かけての新聞の見出しや写真などを時系列に並べ、

戦争の時代が現在と全く異なる価値観であったこ

とを理解できるようにしている。スペースの奥に

は「陸軍」と彫り込まれた境界石２）を展示してい

る。 
２）第一展示室「登戸研究所の全容」 

  
陸軍登戸研究所の誕生に至った歴史的背景や、

規模拡充の流れ、構成員の推移、運営・組織体制

を紹介している。国家総力戦体制下において、軍

の研究所には特に優秀な人材が集められていた。

戦局が不利になればその窮地を突破するための秘

密戦兵器が必要とされ、登戸研究所は敗戦間際に

勤務員数が最も膨れ上がり約 1、000 名にも到達

する勢いであったことは興味深い。 

 
 さらにこの土地の前史として、登戸研究所設置

以前にあった「日本高等拓植学校」に関する資料

を展示している。登戸研究所関連年表、航空写真

群と併せて現在の生田キャンパスの土地が経てき

た歴史を示している。 
ここで、登戸研究所の歴史と名称について触れて

おく。 
 登戸研究所の歴史はその前身である「陸軍科学

研究所」（1919（大正 8）年設立、以下、科研）

に遡る。科研は、日本陸軍が第一次大戦における

欧米諸国による科学技術を戦争に応用した実態を

知り、その専門研究機関として設置された。科研

の本部は現在の新宿区百人町にあった。1927（昭

和 2）年、のちに登戸研究所長となる篠田鐐（陸

軍士官学校 26 期・工学博士、当時、工兵大尉）

が主任を務める研究室が科研内に設置され、ここ

で日本陸軍による秘密戦兵器・資材の研究開発が

開始された。 
 篠田の研究室とは別に、科研は電波兵器研究の

関連施設として「陸軍登戸実験場」を生田の地に

設置した。1937（昭和 12）年のことであった。

これにより、この土地に最初の登戸研究所関連施

設が設置されたことになる。1939（昭和 14）年

には、百人町の科研本部内の篠田研究室が、日中 

写真２ 第一展示室内部 
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戦争において秘密戦が激化するにしたがい秘密戦 
兵器の研究開発項目が大幅に増えて手狭になり、

登戸実験場の場所に移動してくることとなった。

同時期に偽札謀略部門も参謀本部の肝煎りでこの

地に設置された。こうして電波兵器・秘密戦資材・

偽札謀略の研究をひとところで行うこととなり、

名称も「陸軍科学研究所登戸出張所」となった。

これは、登戸実験場が呼称変更されただけでなく、

再編、拡張され、秘密戦兵器総合開発機関となっ

たことを意味する。その後、1941（昭和 16）年

に「陸軍技術本部第九研究所」、1942（昭和 17）
年に「第九陸軍技術研究所」と正式名称は変遷し、

終戦とともに登戸研究所は解散した。 
 「登戸研究所」は秘匿名であり、正式名称では

ない。また登戸研究所と呼ばれはじめたのは、生

田での電波兵器実験場設立時ではなく、登戸出張

所となって以降のことであった。また、実際は生

田にあるにもかかわらず「登戸」とされているの

にはいくつか理由が考えられる。登戸という地名

が生田よりも土地の知名度が高いこと、具体的な

位置情報を第三者に特定できないようにあえて情

報攪乱を狙ったことなどである３）。 
「状況申告」（写真 3）という資料がある。1942

（昭和 17）年当時の正式名称「第九陸軍技術研究

所」が記されている唯一の公文書である。秘密の

研究所であった登戸研究所は終戦時にすべての関

係書類を焼却し、証拠を隠滅した。そのため、こ

の「状況申告」のように戦後に発見されたほんの

数点の例外を除き、当時から現存する資料は存在

 

 
しない。 
３）第二展示室「風船爆弾と第一科」 
 第一科は登戸実験場を前身とし、物理に関する

研究を行っていた。登戸研究所の中では最も老舗

の研究部門であったが、当初の主たる研究であっ

た電波兵器、例えば「殺人光線」などは実用化で

きないままであった。しかし、1942（昭和 17）
年以降、最終決戦兵器として軍全体の期待を集め

た風船爆弾（秘匿名「ふ号」）の開発は第一科を中

心にすすめられ、登戸研究所全体でその実行に全

勢力を注いだ。展示室では風船爆弾の 10 分の一

の模型（写真 4）が来館者の目を引き付ける。 
 風船爆弾はアジア太平洋戦争末期にアメリカ本

土を直接攻撃する大陸間横断兵器として開発され、

太平洋岸の放球基地から 1944（昭和 19）年秋～

1945（昭和 20）年春にかけて約 9、300 発が放球

された。和紙をこんにゃく糊で貼り合わせた気球

に水素ガスを注入し、偏西風に乗せて約 9、000
キロもの太平洋を横断飛行させ、爆弾を吊るし運

んだ。アメリカ大陸に到達したものはそのうち約

1、000 発と推定されている。風船爆弾は日本全国

で製造され、気球紙の貼り合わせには高等女学校

の女学生らが動員された。 

４）第三展示室「秘密戦兵器と第二科」 
 第二科は科研の篠田研究室を前身とし、スパイ

兵器や生物化学兵器の研究開発を行っていた。日

中戦争本格化の流れにあって、科研時代より中国

本土で実行された秘密戦の兵器・資材の研究では

重要な役割を担い、自ら開発した兵器の指導も行 
っていた。研究内容は秘密通信用資材、秘密・特 写真３『状況申告』表紙 

写真４ 風船爆弾模型 
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殊カメラ、爆発物、合成毒物、遊撃部隊用兵器、

対植物用・対動物用細菌兵器など多岐にわたる。

第一科が開発した風船爆弾には、もとは牛疫ウイ

ルスを搭載する計画があり、第二科がこのウイル

スを兵器化した。現在の資料館の建物では、第二

科が、牛疫ウイルスや、蛾の幼虫を使った枯葉剤

の研究などを行っていたという。 
 敗戦時に徹底的に証拠隠滅が図られた登戸研究

所であるが、第二科については、タイピストとし

て勤めていた女性が、書式見本などとするためタ

イプの副本など約 900頁の文書を保管していたこ

とが戦後になって判明した。『雑書綴』（写真 5）
の発見である。1980 年代から登戸研究所について

研究を始めた渡辺賢二氏（当時、法政第二高校教

諭）らが『雑書綴』を調査すると、登戸研究所が

購入した研究資材や研究員の出張記録などが含ま

れており、それまで明らかにされていなかった登

戸研究所第二科の実態が明らかになった。 

５）第四展示室「偽札製造と第三科」 
第三科は中国に対する偽造紙幣を開発・製造し

た部門である。日中戦争を有利に運ぶための経済

謀略には当時中国で流通していた法定紙幣（法幣）

の精巧な偽札の大量生産が必要であり、その製造

は登戸研究所第三科が行った。大規模な偽札工場

を敷地内に作り、民間企業や内閣印刷局から紙す

きや印刷技術者を動員、また高度な技術を駆使し、

1939（昭和 14）年から終戦までに製造した偽札

の総額は 42 億円（現在の価値で 42 兆円相当）に

のぼった。この謀略は参謀本部主導でなされ、現

場監督として参謀本部第二部第八課（謀略課）の

山本憲蔵（当時、主計大尉）が送り込まれた。偽 
 

 
札製造は国際法上でも道義的に問題となる。その

ため偽札の印刷工場群の周囲は高さ 3 メートルの

板塀で囲まれ、所長と科員以外の出入りは徹底的

に禁止されるなど、登戸研究所の中でも最も厳重

に秘匿された。第三科はそれだけ「秘中の秘」の

存在であった。写真 6 は登戸研究所が製造したと

いわれる中国法幣である。製造過程で失敗作とし

てはじかれたものと考えられている。 

６）暗室「当時の登戸研究所」 
 暗室は写真の現像や実験などが行われた設備で

ある。迷路のようなクランク式入口が特徴的であ

るが、これにより室内の暗さを妨げずに人の出入

りが可能となる。出窓は二重の雨戸により高度な

遮光性が保たれている。作り付けの流し台（各展

示室にも登戸研究所時代の名残として残されてい

る）は大きく、写真のプリント作業に適したもの

となっている。参考に展示している棚など木製の

調度品や実験器具の使用年代は不明であるが、キ

ャンパス内に保管されていたものを活用し、往時

の研究所の様子に近づけている。 
７）第五展示室「敗戦とその後の登戸研究所」 
 敗戦間際の登戸研究所と戦後の占領政策との関

係、また、高校生たちが元勤務員らとの交流を経

て史実を発掘した過程などを紹介している。 
敗戦間際の登戸研究所の疎開は、まさに本土決

戦準備のひとつであった。登戸研究所は現在の長

野県駒ケ根市を中心に分散疎開をし、疎開先では

学校施設などが陸軍の研究所に転用され、地元の

少年達が兵器製造へ動員された。ここでは疎開先

での活動を示す実験器具類（写真 7）や疎開先に

大量に持ち込まれた「石井式濾水機濾過筒４）」（写

真 8）を展示している。 
 

写真５ 『雑書綴』（複製）展示の様子 

写真６ 六連偽札（交通銀行 10 元券） 
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 敗戦直後から登戸研究所は徹底的に証拠を隠滅

した。その後、米軍への情報提供と引き換えに登

戸研究所の関係者は免責された。そのため登戸研

究所の真相は依然として不明であったが、1980
年代後半から、川崎市と長野県駒ケ根市の、高校

生や市民の活動によって徐々に明らかにされた。

こうした活動が、沈黙していた元登戸研究所勤務

員らの、自らの過去を語り継ぐことで平和な世の

中の役に立ちたい、という思いを惹起させた。現

在、こうして登戸研究所資料館が公開できるのも、

時代を超えて登戸研究所に関わった人々の平和へ

の思いが結実したものである。 
 
４．キャンパス内に残る主な史跡 

館内の展示資料に加え、キャンパス内には登戸

研究所が残した戦争史跡が点在する。 
１）倉庫跡 
倉庫跡は崖を利用した横穴式の設備である。現

在キャンパス内に２か所残っている。通称弾薬庫

とも呼ばれるが、陸軍の研究所内で弾薬を使用す

ることは考えにくいことや構造上の理由から弾薬 

 
庫として使用されたことはないと考えられる。実

際の用途は不明であるが、構造的に空襲など上空

からの爆撃から内容物を保護するに適している。 

２）動物慰霊碑 
 本体高さ約 270cm、幅約 95cm、奥行約 15cm
の石碑である。登戸研究所で用いられた実験動物

の霊を慰める目的で 1943（昭和 18）年に建立さ

れた。揮毫は登戸研究所長の篠田鐐によるもので

ある。同年春に東条英機首相兼陸相から授与され

た「陸軍技術有功章」の副賞 1 万円（現在の価値

で約 1,000 万円相当）の一部が建立資金とされた。 

 
３）旧・弥心（やごころ）神社（現・生田神社） 
 新宿区百人町の科研本部で祀られていた知恵・

研究の神「八意思兼神（やごころおもいかねのか

み）」を分祀した神社である。当時研究中の事故で 

写真７ 登戸研究所の実験器具類 

写真８ 「石井式濾水機濾過筒」（写真左） 

写真９ 倉庫跡 

写真 10 動物慰霊碑 
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犠牲になった殉職者も合祀されていた。動物慰霊 
碑同様、これも「陸軍技術有功章」の副賞の一部

が建立資金とされた。境内には登戸研究所の存在

を後世に伝えたいという元勤務員有志が戦後に建

てた「登戸研究所跡碑」がある。 

４）消火栓 
 登戸研究所時代の消火栓は 2 ヵ所現存する。ど

ちらも消火栓としての機能は失われているものの、

正面に陸軍マークである五芒星が刻まれており、

戦時中の登戸研究所の遺物であることがわかる。 

５）旧本館一帯 
 現在、生田キャンパスの図書館北側には、かつ

ては登戸研究所の旧本館があった。今では、戦前

からあるヒマラヤ杉８本と、車寄せのロータリー

の跡の植え込みがその痕跡を残しているのみであ

る。 
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１） 防諜(スパイ防止)・諜報(スパイ活動)・謀略

（破壊・攪乱活動・暗殺）・宣伝(人心の誘導)
の四要素から成り立っており、戦争には必ず付

随するものの、主に秘密のうちに水面下で行わ

れる戦いを指す。戦果が公表されることも稀で、

戦後になっても公式に記録が残されないのが普

通である。 
２） 陸軍の土地の境界を示す石標で、生田キャン

パスからも 1960 年代に発掘された。 
３） 塚本百合子「地域から見つめる登戸研究所の

姿」（『明治大学平和教育登戸研究所資料館館報』

第 3 号、2017 年）pp.21-26。 
４） 兵士の安全な飲料水を確保するため細菌を完

全に除去する軍用浄水器（石井式濾水機）のカ

ートリッジ。731 部隊の部隊長の石井四郎（終

戦時中将）が、民間で開発されていたものを本

体、カートリッジをともに軍用に改良した。 
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図書館員のためのお役立ち情報 

 

【科学技術に関する調査プロジェクト報告書 3

点を刊行】 

 国立国会図書館調査及び立法考査局は、科学

技術分野に係る重要な国政課題の中から特定の

テーマを選定し、外部の専門家と連携して調査・

分析を行う「科学技術に関する調査プロジェク

ト」を毎年度、実施している。この度、令和元

（2019）年度のプロジェクトの一環として、次

の 3 つのテーマについて、当館職員による調査

や大学研究者等への委託による調査等の結果を

取りまとめた報告書を刊行した。 「科学技術立

国」を支えるこれからの研究者育成』『ソーシャ

ルメディアの動向と課題』『ポスト 2020 の科学

技術イノベーション政策』。各報告書とも、テー

マ分野の基礎的情報から関連する論点・課題ま

でを幅広く調査し、正確な情報を基に、客観性・

中立性に配慮した上で、分かりやすく取りまと

めるよう努めた。 

 情報源：国立国会図書館（プレスリリース） 

2020 年 4 月 2 日 

 

【農作業安全のツボ教えます!コンテンツをウ

ェブ公開- 対話支援と事故事例検索で安全な農

作業現場へ -】 

農作業事故を減らすためには、操作ミスなど

の人的要因だけでなく、「機械・用具等」、「作業

環境」及び「作業・管理方法」の各要因に対し

て具体的な改善を行う必要がある。そこで農研

機構では、地域の農作業安全研修の担当者や生

産者自身が、現場の改善によって、単なる注意

喚起にとどまらず、実効性のある安全対策を実

現するためのサポートツールとして、二つのコ

ンテンツを開発した。「対話型農作業安全研修ツ

ール」は、生産現場の実態に合った効果的な改

善策を考えるためのコンテンツ。農業法人等の

小集団を対象に、あらかじめ参加者のヒヤリハ

ット経験を調べ、回答が多かった項目や実際の

事故事例について、研修担当者と参加者で話し

合い、実践可能で効果的な改善策を検討。検討 

 

材料として改善策一覧表も準備する。 「農作業

事故事例検索システム」では、様々な農作業事

故の事例から、身の回りや地域で起き得る事故

を見つけ、原因究明や改善策に役立てることが

できる。いずれもウェブサイト「農作業安全情

報センター」からご利用・ダウンロードできる。 

情報源：農研機構農業技術革新工学研究セン

ター（プレスリリース） 

2020 年 5 月 19 日 

 

【世界一巨大な根をもつダイコン「桜島大根」

の高精度ゲノム解読に成功】 

かずさＤＮＡ研究所らは共同で、鹿児島県の

伝統野菜である桜島ダイコンの一品種「晩生桜

島（おくてさくらじま）」の全ゲノム解析を行い、

他のダイコン品種とゲノム構造を比較した。桜

島ダイコンのなかでも「晩生桜島」は遅く成熟

する品種で、大きなものになると重さは 20～

30kg、根の直径も約 40～50cm ほどになる。 同

グループでは 2014 年に青首系ダイコンのゲノ

ム解読を発表しているが、今回、一分子リアル 

タイムシークエンサーのロングリード技術とい

う新しい方法で解析したことで、ゲノム全体を

網羅する高精度なダイコンゲノム配列を決定す

ることができた。「晩生桜島」の全ゲノム配列が

高精度に明らかになったことで、なぜ根が肥大

するのかなど、ダイコンの色や形の多様性にか

かわる遺伝子が明らかになる可能性がある。 

 情報源：公益財団法人かずさＤＮＡ研究所 

（プレスリリース） 

2020 年 5 月 29 日  

 

【農研機構の「世界のイネ」コアコレクション

の高精度ゲノム情報公開 -イネの多様性を利用

した効率的育種に利用できる-】 

 国内で年間 750 万トンが生産されるイネは、

日本人の主食として重要な作物であり、良質な

米の安定生産を目指した品種改良が行われてき

た。しかし、近年の気候変動への対応や新しい 

2020 年 4 月から 6 月に発表された図書館員に役立ちそうな情報を掲載します。業務の一助にお使

いください。記事の情報源はそれぞれの項目ごとに明示してあります。 
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用途に向けた品種の育成には、従来の日本の品

種が持つ特性だけでは対応しきれず、海外のイ

ネ品種が持つ新しい耐病性や加工適性などの特

性を積極的に取り入れることが求めらている。

そのためには、世界のイネ品種が持つ有用な特

性とその遺伝子を効率的に検索できるシステム

が必要である。農研機構は、世界のイネ品種が

持つ多様な特性を利用するためのツールとして、

これまでに世界の代表的なイネ品種をそろえた

品種セット「世界のイネ」コアコレクション(略

称 WRC)を作成し、研究素材として種子を提供し

てきた。今回、WRCを構成するイネ 69 品種の高

精度なゲノム情報の整備を完了し、公開を開始

した。この情報を用いることで、WRC のイネ品

種がどのような種類の遺伝子を持っているかを

容易に調べることができ、遺伝子情報に基づく

イネの品種改良や研究開発をさらに加速できる

と期待される。 

情報源：農研機構遺伝資源センター （プレス

リリース） 

2020 年 6 月 11 日 

 

【見えてきた！土の中のミラクルワールド：根

圏 ～植物の根と微生物が土の中で繰り広げる

営みを観る～】 

これまで目では見ることができなかった、地

中の根が積極的に土と微生物に働きかけて周辺

の生育環境を最適化して養分を獲得しようとす

る生命活動を、量子技術を活用した新しい観察

手法により、画像としてとらえることに世界で

初めて成功した。植物の根とその周辺の環境が

互いに影響し合う空間を合わせて「根圏」とい

う。根圏では、根が分泌物を介して土と微生物

に働きかけ、自身の生育環境を最適化しながら

養分を獲得していることが知られている。つま

り、「根圏」こそ食糧危機を救うカギなのだ。し

かし、地中の様子をうかがい知ることは難しく、

さらに肝心な分泌物は極めて少なく、そのまま

では見ることができないため、誰も観察したこ

がない。そこで私たちは、植物体内の目に見え

ない元素の動きを追跡できるRIイメージング技

術という量子技術に着目し、根が周りの土に放

出した分泌物を観察する「根圏イメージング」

という手法を開発した。これを用いて、地中の 

 

根が土と微生物に分泌物を介して働きかけてい

る様子を撮影することに世界で初めて成功した。

さらに、ここで得られた画像を手掛かりに根圏

を採取し、養分吸収の促進などの分析が可能と

なった。本手法を用いて、同じマメ科植物のダ

イズとルーピンを比べたところ、ダイズでは、

根が張っている範囲の土にほぼ均一に分泌物が

分布したのに対し、ルーピンではわずか数ミリ

メートルの範囲に分泌物を集中的に放出する部

位が多数存在していることが分かった。これは、

ルーピンが他の植物では利用できない土の中の

難溶性のリン栄養を吸収できる特殊な能力をも

っていることと関係があると考えている。この

ように、私達が開発した革新的な観察手法は、

地中の根圏を形成する各要素である「根、土、

微生物」の栄養分をめぐる相互作用と植物の生

存戦略を明らかにすることができる。今後はル

ーピンの特殊な養分獲得能力の解明を進め、そ

の養分獲得能力を他の作物の栽培に応用するこ

とで、少ない化学肥料でも十分な生産性が確保

できる栽培技術を実現し、環境にやさしい持続

的な農業の発展に貢献したいと考えている。 

 

情報源：量子科学技術研究開発機構（プレス

リリース） 

2020 年 6 月 11 日 

 

【夢の図書館―東京上野・国際子ども図書館

をおうちで見学国際子ども図書館 VR（3D ビュ

ー＋VR 映像）公開】 

国立国会図書館国際子ども図書館は、公式ホ

ームページにて 5G 対応の 3D＋VR（バーチャル

リアリティ）コンテンツ「夢の図書館―東京上

野・国際子ども図書館をおうちで見学」の公開

を開始した。3D ビューと VR 映像を通して、100

年以上の歴史をもつルネサンス様式のレンガ棟

や、弓状の美しい曲線を描くアーチ棟など、魅

力の詰まった建物の内部を探検することができ

る。 

https://www.kodomo.go.jp/use/tour/vr.html 

情報源：国立国会図書館（プレスリリース） 

2020 年 6 月 23 日 
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【高次倍数体農作物の農業形質を遺伝的に解析

する手法を開発しました 〜高収量などを目指

した育種が可能に〜】 

かずさＤＮＡ研究所らは共同で、高次倍数体

農作物における果実の大きさや収量などに関わ

る遺伝解析法を開発した。高速で低コストに大

量のDNA 配列を解析できる次世代シークエンサ

ーの普及により、農作物でも、それぞれの品種

がもつDNA 配列の違いを利用した育種が行われ

るようになってきたが、高次倍数体農作物への

応用はあまり進んでいない。今回新たに開発し

た手法により、高次倍数体でも対立遺伝子の頻

度から算出した各対立遺伝子の存在確率により、

遺伝解析ができるようになった。コムギ、サツ

マイモ、ラッカセイ、イチゴなど多くの高次倍

数体に適用が可能な解析技術であることから、

さまざまな主要作物の品種改良への応用が期待

される。 

情報源：かずさＤＮＡ研究所（プレスリリー

ス） 

2020 年 6 月 24 日 
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事務局報告  

 

特定非営利活動法人日本農学図書館       

2020 年度通常総会議事録 

 

 今回の 2020 年度第 17 回通常総会 は、新形コ

ロナウイルス感染拡大防止のため、定款規定に

基づき書面による「みなし総会」とした。 

 

１ 通常総会の決議があったものとみなされた

事項の内容 

 第 1 号議案 2019 年度事業報告 

第 2 号議案 2019 年度決算報告及び監査報告 

第 3 号議案 2020 年度事業計画（案） 

第 4 号議案 2020 年度収支予算（案） 

第 5 号議案 監事の選任（案） 

第 6 号議案 新理事選任の報告 

２ 提案者の氏名又は名称 

理事・事務局長 田沼 繁 

３ 通常総会の決議があったものとみなされた

日 

２０２０年５月２９日（金） 

４ 表決結果（全議案に対する賛否） 

  会員数：68 名 

議案に対す表決：賛成 39、反対 0 人 

賛成割合：57％ 

５ 議事録の作成を行った者の氏名 

  会長 長塚 隆  

以上のとおり、同意の可否の意思表示を求め

たところ、過半数の会員から同意する旨の意思

表示があり、通常総会の決議があったものとみ

なされたので、これを証するため、提案者田沼

繁及び議事録作成者がこれに記名押印する。 

２０２０年６月１０日（水） 
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Ⅰ 2019年度事業報告 

【概 要】 

 2019 年度の普及事業は、会誌の刊行及びセミ

ナー・見学会の開催を年間計画に基づき実施し

た。委託事業は日科情報（株）に加え、新規に

ヤオキン商事（株）より「みんなの中庭プロジ

ェクト」支援事業を受託した。 

 

１．普及事業 

１）会誌刊行 

 本年度は、東京農大において第 1回編集委員

会を 6月に、第 2 回編集委員会を 12 月に開催し

た。第 1 回では 2019 年度編集計画を、第 2 回で

は 2020 年度編集計画をそれぞれ検討した。また、

第 2 回では第 3回理事会で提起のあった投稿要

領及び原稿執筆要領の見直しを行った。投稿要

領では、新たに「８．その他」を設け、ホーム

ページに掲載している会誌の閲覧できる範囲を

会員（全文）と非会員（目次のみ）と見え方を

変える。原稿執筆要領では、会誌 196 号の状況

を踏まえ、著者からの信頼度を高める必要性か

ら、現行の「執筆者の校正は、1 回を原則とす

る」から「執筆者の校正は、再校までとする」

に改めるとし、次回理事会に諮ることとした。

理事会で提起のあった会員募集記事については、

会誌 197 号に掲載した。 

 本年度は、新たにユサコ（株）から広告掲載

を受けることができた。 

なお、本年度の会誌は、194号（6 月 1 日）か

ら 197 号（3 月 1 日）を発行し、197 号は会誌発

刊後、はじめて印刷頁数が 60 頁を超えた。 

２）セミナー・見学会 

 8月にセミナー委員会を東京農業大学図書館

で開催した。検討の結果、日本が保有するさま

ざまな分野のコンテンツの所在情報を横断的に

探すことができるサービスが 2020 年の正式版

公開を目指していることから、第 128 回農学図

書館情報セミナー＆見学会として取り上げるこ

ととした。テーマは「ジャパンサーチの概要と

活用」で、講師は国立国会図書館電子情報部の

高橋良平氏に依頼した。開催日は 2019 年 11月

18日(月）とし、会場は国立国会図書館東京本

館で開催した。講演後は、国立国会図書館館内

の見学を行い、地下の書庫なども紹介いただい

た。参加者は 30 名であった。開催模様は会誌

196 号に、講演内容は会誌 197 号にそれぞれ掲

載した。 

３）ホームページの充実・強化 

 お知らせ情報及び会誌を追加掲載した。 

２．調査研究事業   

特段の取り組みはなかった。 

３．国際交流事業 

特段の取り組みはなかった。 

４．受託事業 

１）抄録・索引作成および日科辞データ整備事

業 

前年に引き続き日科情報より受託しており、

受託収入は前年を上回った。 

 前年度と同様、抄録・索引作成者の高齢化問

題が顕在化している。 

なお、次年度も、継続して受託できる見込み。 

２）「みんなの中庭プロジェクト」支援事業 

ヤオキン商事（株）と農図協との業務委託契

約が 2019 年 5月 1日に締結され、「みんなの中

庭プロジェクト」支援事業が開始された。コン

サルタントは、施設中庭の改修が 2020 年度に予

定されていることから、当面、施設外の花壇を

利用して事業を行うこととされた。花栽培（花

の選定、苗栽培、移植など）を中心に行った。

足立区舎人地域学習センター・図書館の 2020

年度実施計画では、「子どもたちと植物栽培」の

取り組みを中心にアドバイスした。 

 

 

 

 

特定非営利活動法人日本農学図書館協議会 

書面による第 17 回通常総会 



農図協会誌 No.199（2020） 

- 46 - 

 

５．会員について 

 2019年度

会員数 

入会 退会 2020年度 

当初会員

数 

A 会員 43 0 8 35 
B 会員 6 0 0 6 
個人会員 27 1 1 27 

計 76 0 9 68 
 

＜主な活動＞ 

4月  8日（月） 2018 年会計監査（東京大学農

学部図書館） 

4月 19日（金） ヤオキン（株）打ち合わせ 

4月 20日（土） 第 1 回理事会（明治大学中央

図書館） 

4月 30日（火） 舎人学習センター打ち合わせ 

5月 14日（火） 舎人ホームセンター下見（植 

え付け花苗の選定のため） 

5月 19日（日） 舎人学習センター・コンサル

（職員による花苗植え付け・種  

 まき指導） 

5月 31日（金） 舎人学習センター・コンサル 

6月 3日（月） 舎人学習センター・コンサル 

6月 8日（土）  常総会及び第 2 回理事会（明 

治大学中央図書館） 

6月 13日（木）  舎人学習センター（花壇土づ 

くり、花苗植え付け） 

6月 18日（火） 第 1 回編集委員会（東京農 

業大学学術情報課程惟村研

究室） 

7月 5日（金） 舎人学習センター・コンサル 

7月 11日（木）  舎人学習センター・コンサル 

7月 12日（金） 東京農大濱野先生訪問（舎人 

学習センター講座講師依頼） 

7月 30日（火）  舎人学習センター・コンサル 

8月 20日（火） 第 1 回セミナー委員会（東京 

農業大学図書館） 

8月 31日 (土)  野菜フェスタ（舎人学習セン

ター） 

9月  5日（木） 濱野先生舎人学習センター訪 

問 

9月 20日（金） 舎人学習センター・コンサル 

（花壇用花苗購入） 

 

9月 24日（火） 舎人学習センター・コンサル 

（花壇、秋花に植え替え） 

10月 4日（金） 舎人学習センター・コンサル 

（春咲き草花等種まき） 

10月 7日 (月) ヤオキン（株）打ち合わせ 

10月 20 日（日） 舎人学習センター第 1回講座 

（講師：濱野先生） 

10月 24 日（木） 花と緑のまち三鷹創造協会見 

学（舎人コンサルの一環） 

10月 31 日（木） 三役会（東京農業大学学術情 

報課程惟村研究室） 

11月 13 日 (水)  図書館総合展（横浜） 

11月 14 日（木） 舎人学習センター・コンサル 

11月 20 日（水） 舎人学習センター・コンサル 

11月 24 日（日） 舎人学習センター第 2回講座 

（講師：濱野先生） 

11月 29 日（金） 舎人学習センター・コンサル

（花壇に球根、花苗植え付け） 

12月  1 日（日） 舎人学習センター（緑のクラ 

フト講座参加） 

12月  4 日（水） 寺田倉庫訪問 

12月  7 日（土） 第 3 回理事会（明治大学中央

図書館資料室） 

12月 15 日（日） 舎人学習センター第 3回講座

（講師：濱野先生） 

12月 23 日（月） 第 2 回編集委員会（東京農業

大学学術情報課程惟村研究室） 

12月 24 日（火） 舎人学習センター・コンサル

（来年度の計画打ち合わせ） 

1月 12日（日） 舎人学習センター（みどりの

クラフト講座参加） 

1月 19日（日） 舎人学習センター第 3回講座

（講師：濱野先生） 

2月 6日（木） 舎人学習センター・コンサル 

2月 9日（日） 舎人学習センター（みどりの

クラフト講座参加） 

2月 23日（日） 舎人学習センター第 5回講座

（講師：濱野先生） 

2月 28日（金） ヤオキン（株）打ち合わせ 
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Ⅱ 2019 年度決算報告及び監査報告 

 

1. 収 支 計 算 書 

（2019年 4 月 1日から 2020 年 3 月 31 日まで） 

(単位：円）

科目 予算額 決算額 差異
【経常収入の部】
  会費収入 745,000 720,000 25,000
    個人会員 135,000 110,000 25,000
    団体会員 Ａ 430,000 430,000 0
    団体会員 Ｂ 180,000 180,000 0
  事業収入 1,870,000 2,315,930 -445,930
    抄録索引作成受託費 1,000,000 1,445,930 -445,930
    コンサルタント事業 870,000 870,000 0
  寄付金収入 0 5,000 -5,000
  広告料収入 160,000 160,000 0
  雑収入 10 3 7
    受取利息 10 3 7
      経常収入合計 2,775,010 3,200,933 -425,923
【経常支出の部】
  事業費 1,900,000 1,916,943 -16,943
    会誌刊行費 550,000 566,289 -16,289
    ｾﾐﾅｰ等活動費 50,000 26,858 23,142
    抄録索引作成費 750,000 948,190 -198,190
    コンサルタント事業費 550,000 375,606 174,394
  管理費 960,000 948,435 11,565
    理事会等運営費 60,000 83,829 -23,829
    事務局運営費 900,000 864,606 35,394
      経常支出合計 2,860,000 2,865,378 -5,378
    経常収支差額 -84,990 335,555 -420,545
【その他資金収入の部】
      その他資金収入合計 0 0 0
【その他資金支出の部】
      その他資金支出合計 0 0 0
    当期収支差額 -84,990 335,555 -420,545
    前期 繰越収支差額 436,270 436,270 0
    次期繰越収支差額 351,280 771,825 -420,545
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2. 貸 借 対 照 表 
（2020年 3 月 31 日現在） 

 
科　　　目

【資産の部】
  流動資産
    現金預金 746,788
    未収金 365,985
        流動資産合計 1,112,773
        資産合計 1,112,773
【負債の部】
  流動負債
    未払金 10,000
    預り金 30,948
    借入金 300,000
        流動負債合計 340,948
        負債合計 340,948
【正味財産の部】
    正味財産 771,825
    （うち当期正味財産増加額） 335,555
        負債及び正味財産合計 1,112,773

金　　　額
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3. 財 産 目 録 
（2020年 3 月 31 日現在） 

 
科目

【資産の部】
  流動資産
    現金預金 746,788
      現金  現金手許有高 17,022
      当座預金 100,000
        ゆうちょ銀行 100,000
      普通預金 629,766
        三井住友銀行 241,507
        ゆうちょ銀行 388,259
    未収金 365,985
      流動資産合計 1,112,773
      資産合計 1,112,773
【負債の部】
  流動負債
    未払金 10,000
    預り金 30,948
    借入金 300,000
      流動負債合計 340,948
      負債合計 340,948
      正味財産 771,825

金額
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１．普及事業 

１）会誌の刊行 

年間編集計画に基づき年 4 回刊行し、掲載

内容の充実化を図ります。広告掲載企業の拡

大に努めます。 

２）セミナー・見学会の開催 

情報技術等に関する農学図書館情報セミナ

ー、大学図書館、民間企業の見学会を有償開

催も含め２回開催します。 

３）ホームページの充実･強化 

ホームページ・コンテンツ等の充実に努め

ます。また、役員･会員の協力を得て運営しま

す。 

２．調査研究事業 

会誌に掲載された「海外図書館の最新動向」

の電子書籍版または単行本化の出版検討会を

設置します。 

３．国際交流事業 

海外農学系関連団体との交流の可能性につ 

いて検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．受託事業 

１）抄録･索引作成および日科辞データ整備事

業（継続） 

日科情報（株）から受託し、抄録･索引作成

等の事業に取り組みます。 

２）みんなで中庭プロジェクト事業 

 ヤオキン商事（株）から受託し、中庭プロ

ジェクトのコンサルに取組みます。 

３）その他 

図書館総合展等のイベントに出向き、新規

事業獲得に努めます。 

５．寄付金募集の推進 

  農図協活動に賛同する団体、個人からの寄

付を募り、農図協運営の健全化を図ります。 

６．会員拡大 

役員を中心に会員の拡大に努めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

Ⅲ 2019 年度事業計画 
 

2019 年度の事業結果を踏まえ、2020 年度はつぎの事業に取り組みます。 
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Ⅳ 2020 年度 収 支 予 算 

 

（2020 年 4 月 1 日から 2021 年 3 月 31 日まで） 

　　　　　　科　　目 　　予　算　額 前年度予算額 増　　減 備　　　考

【経常収入の部】

　会費収入 665,000 745,000 80,000

　 　個　人　会　員　 135,000 135,000 0  5,000×27＝135,000

　 　団　体　会　員　Ａ 350,000 430,000 80,000 10,000×35＝350,000 

　 　団　体　会　員　Ｂ 180,000 180,000 0 30,000× 6＝180,000

　事業収入 1,870,000 1,870,000 0

　 　抄録原稿作成受託費 1,000,000 1,000,000 0

　　　コ ン サ ル タ ン ト 事 業 費 870,000 870,000 0

　広　告　料　収　入 160,000 160,000 0

　寄付金 0 0 0

　雑　収　入 5 10 5

　　　経常収支合計 2,695,005 2,775,010 80,005

【経常支出の部】

　事　業　費    1,800,000 1,900,000 100,000

　 　会誌刊行費 600,000 550,000 △ 50,000

　 　セミナー等活動費 50,000 50,000 0

　 　抄録原稿作成費 750,000 750,000 0

　　　コ ン サ ル タ ン ト 事 業 費 400,000 550,000 150,000

　管  理  費 980,000 960,000 △ 20,000

　　理事会等運営費 80,000 60,000 △ 20,000

　　事務局運営費 900,000 900,000 0

       経常支出合計 2,780,000 2,860,000 80,000

    経常収支差額 △ 84,995 △ 84,990 △ 5

【その他資金収入の部】

　繰入金収入　　

　　　その他資金収入合計

【その他資金支出の部】

　予　備　費

　　　その他資金支出合計

　　当期収支差額 △ 84,995 △ 84,990 △ 5

　　前期繰越収支差額 771,825 436,270 335,555

　　次期繰越収支差額 686,830 351,280 335,550
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日本農学図書館協議会誌 投稿要領 

１ 趣 旨 

この要領は、日本農学図書館協議会誌の投稿に

関する取り扱いについて定めるものとする。 

２ 投稿者の資格 

本誌に投稿できる者は、農学系図書館の活動に賛

同する者とする。 

３ 執筆及び投稿要領 

原稿執筆に当たっては、本要領及び別に定める原

稿執筆要領に従うものとする。 

４ 投稿原稿の取り扱い 

（1）投稿原稿は会誌編集委員会においてその採否

を決定する。 

（2）投稿された原稿は、原則として返却しない。 

５ 謝礼 

（1）執筆者には、原稿が掲載された「日本農学図

書館協議会誌」を３部贈呈する。 

（2）投稿及び依頼原稿の稿料は別に定める。 

６ 著作権 

（1）本誌に掲載する著作物の著作権は、日本農学

図書館協議会に帰属する。 

（2）執筆者自身が当該著作物の再利用を希望する

場合、日本農学図書館協議会は、再利用が学術研

究及び農学図書館業務改善の進展に資するもので

ある場合は、これを認めることがある。 

（3）第三者から、論文の複製及び転載などに関す

る許諾の要請があり、日本農学図書館協議会が必

要と認めた場合は、許諾することがある。 

７ 個人情報 

編集の過程において入手した個人情報は、本誌の

編集刊行に関する活動以外の目的には使用しない。 

8．その他 

（１）ホームページに発行した会誌の目次及び本

文を逐次掲載する。会員は、発行されたパスワー

ドにより会誌本文を直接閲覧することができる。 

（２）冊子会誌に掲載する図表、写真はモノクロ

とするが、ホームページにはカラーで掲載する。 

（附則）平成27年8月1日より施行する。 

2020年5月1日より施行する。 

 

日本農学図書館協議会誌 原稿執筆要領 

１ 趣 旨 

この要領は、日本農学図書館協議会誌の投稿執

に関する事項を定めるものとする。 

２ 投稿原稿は、次の要領で作成し提出する。 

（1）原稿の受付は、随時とする。 

（2）原稿は、Ｗｏｒｄ形式もしくはテキスト形式

を使用し、横書きで10,000字程度（図表･写真は1

枚当たり250文字換算）とする。また、図表も原則

として、電子化したデータで提出するものとする。

刷り上りは4ページ程度を想定する。 

（3）文中の見出し番号の表記は、１．１）①とす

る。 

（4）図表の見出しは、図１及び表１とし、図の下

および表の上に記したうえで、挿入箇所を本文欄

外に指示する。 

（5）注記もしくは引用文献等は、本文の該当個所

右肩に1)と記し、原稿の末尾にまとめて記載する。

なお、記載例は①及び②の通りとする。 

① 編著者名『書名』（シリーズ名）出版社、出版

年（西暦）、引用ページ 

② 執筆者名「論文名」『雑誌名』巻号、発行年月、

引用ページ 

（6）原稿には、表題及び英文タイトル、執筆者氏

名、所属機関、住所及びローマ字名、所属機関、

住所の英文名を添付する。 

（7）原稿の提出は下記宛てとし、日本農学図書館

協議会事務局が受領した日をもって原稿受付日と

する。 

〒156-8502 東京都世田谷区桜ヶ丘1-1-1 

東京農業大学 教職・学術情報課程内 

    NPO法人 日本農学図書館協議会事務局 

   TEL.FAX.03-3408-5077 jaald@nifty.com

（8）執筆者の校正は、再校までとする。 

（9）「別刷」を希望する者は、校正の際に必要部

数を日本農学図書館協議会事務局に連絡すること。 

なお、経費（実費）については、本人負担とする。 

（附則）平成27年8月1日より施行する。 

2020年5月1日より施行する。 

NPO 法人日本農学図書館協議会では、投稿要領及び執筆要領を新たに規定し、読者の皆様に積極

的に投稿していただくための環境を整えました。当面する図書館の課題や日常の図書館員の声など、

自由にご投稿していただくことを願っています。ご不明な点は事務局までお問い合わせください。 

【問い合わせ先】℡：03-3408-5077 E-mail:jaald@nifty.com 
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